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連携協約に基づき推進する取組一覧（令和６年度　８４事業）

役割 連携施策

1 起業・ 創業支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

2 経営改善等推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

3 地域商社活用事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 関西事務所運営事業 ● ●

5 広域的道路網整備促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

6 森林保全推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

7 林業従事者支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

8 稚貝・ 稚魚放流事業 ● ● ● ● ● ● ●

9 漁業雇用促進対策事業 ● ● ● ●

10 特産品生産促進支援事業 ● ● ● ● ●

11 農産物販路拡大支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

12 地域おこ し協力隊導入事業 ● ● ● ● ● ● ●

13 農業Ｉ Ｔ 化促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

14 日本遺産・ 麒麟獅子舞を生かした圏域活性化事業 ● ● ● ● ● ● ●

15
麒麟のまち関西情報発信拠点での情報発信等エリ アプロ

モーショ ン推進事業
● ● ● ● ● ● ●

16 インターネッ ト ショ ッ プ推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

17 鳥取市公設地方卸売市場再整備・ 活用事業 ● ● ● ● ● ● ●

18 物産振興体制強化事業 ● ● ● ● ● ● ●

19 駅前太平線バード ・ ハッ ト 利用促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

20
地域連携DMO「 一般社団法人麒麟のまち観光局」 支援事

業
● ● ● ● ● ● ●

21 主要道路沿線エリ ア活性化事業 ● ● ● ● ●

22 外国人観光客受入事業 ● ● ● ● ● ● ●

23 因幡・ 北但西部周遊バス運行支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

24
浦富海岸・ 鳥取砂丘エリ ア観光二次交通運行協議会支援

事業
● ●

25 山陰海岸ジオパーク を活用した広域観光推進事業 ● ● ● ●

26 観光大学運営・ 活用事業 ● ● ● ● ● ● ●

27 若者の地元定着促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

28 国際経済交流推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

29
鳥取市立病院、 岩美町国民健康保険岩美病院、 国民健康

保険智頭病院の地域医療研修協力事業
● ● ●

30
鳥取市立病院と 国民健康保険智頭病院の医師の相互派遣

事業
● ●

31 鳥取市夜間・ 休日急患診療所運営事業 ● ● ● ● ● ●

32 病院群輪番制運営支援事業 ● ● ● ● ● ●

33 鳥取砂丘コナン空港利用促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

34 鳥取駅周辺再整備推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

35 公共交通機関のキャッ シュレス化推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

36 山陰新幹線の整備促進のための要望活動等事業 ● ● ● ● ● ● ●

37
公立鳥取環境大学が実施する教育・ 研究活動と の連携事

業
● ● ● ● ● ● ●

38
鳥取大学が実施する教育研究プロジェク ト 等と の連携事

業
● ● ● ● ● ● ●
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2　 地域資源を核

と した地域経済の

裾野拡大

3　 戦略的な観光

施策

2　 高度な中心拠

点の整備・ 広域的

公共交通網の構築

1　 高度な医療

サービスの提供

事業名

連携協約

1　 産業ク ラ ス

ターの形成、 イノ

ベーショ ン実現、

新規創業促進・ 地

域の中堅企業等を

核と した戦略産業

の育成

ア

圏域全体の経

済成長のけん

引

4　 その他、 圏域

全体の経済成長の

けん引に係る施策

3 　 高等教育・ 研

究開発の環境整備

イ

高次の都市機

能の集積・ 強

化

役割 連携施策

3 9 医療への関わり 方の圏域住民への周知事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 0 病児・ 病後児保育事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 1 障がい者歯科診療所運営支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

2　 介護 4 2 圏域内での在宅医療・ 介護連携の推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 3 社会福祉協議会各種相談事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 4 鳥取県東部聴覚障がい者センター活用事業 ● ● ● ● ●

4 5
保育者等を対象と した障がい児支援の在り 方等の研修実

施事業
● ● ● ● ● ● ●

4 6 点訳朗読奉仕員養成研修事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 7 地域活動支援センター事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 8 地域食堂支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

4 9
麒麟のまち孤独・ 孤立対策官民連携プラ ッ ト フォーム推

進事業
● ● ● ● ● ● ●

5 0 圏域の文化財情報連携事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 1 麒麟のまち鳥取市美術展開催事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 2 森のよ う ちえん運営・ 活用事業 ● ●

5 3 麒麟のまち交流スポーツ大会事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 4 国際理解推進交流事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 5 公共図書館の相互利用事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 6 麒麟のまちアカデミ ー運営事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 7 野生鳥獣被害防止事業 ● ● ● ● ● ● ●

5 8 射撃場整備・ 管理運営事業 ● ● ● ● ●

5 9 いなばのジビエ推進協議会支援事業 ● ● ● ● ●

6 0 グリ ーンツーリ ズム推進事業 ● ● ●

6 1 森林セラ ピー事業 ● ●

6 2 麒麟のまち創生戦略会議運営事業 ● ● ● ● ● ● ●

6 3 地域づく り 人材育成事業 ● ● ● ● ● ● ●

6　 災害対策 6 4 圏域防災力の向上事業 ● ● ● ● ● ● ●

7　 環境 6 5 ごみ減量化推進事業 ● ● ● ● ● ●

6 6 太陽光発電設備等共同購入事業 ● ● ●

6 7 Ｊ Ｒ 山陰本線利用促進事業 ● ● ● ●

6 8 智頭線・ 因美線利用促進事業 ● ● ●

6 9 広域バス路線等運行支援事業 ● ● ● ● ●

7 0 若桜鉄道利用促進事業 ● ● ●

7 1 持続可能な生活交通等の維持・ 確保対策事業 ● ● ● ● ● ● ●

7 2 Ｉ Ｃ Ｔ イ ンフラ を活用したコンテンツ交流促進事業 ● ● ● ● ● ●

7 3
DX施策の情報連携及びＩ Ｃ Ｔ 関係機器・ システム等の共

同調達事業
● ● ● ● ● ●

7 4 若者定住促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

7 5 圏域移住促進事業 ● ● ● ● ● ● ●

7 6 鳥取すごい！ラ イ ド 支援事業 ● ● ●

7 7 広報誌リ レー記事掲載事業 ● ● ● ● ● ● ●

7 8 圏域全体のエリ アプロモーショ ン事業 ● ● ● ● ● ● ●

7 9 麒麟のまち圏域ＤＸ 検討会事業 ● ● ● ● ● ● ●

8 0 人権集会等開催事業 ● ● ● ● ● ● ●

8 1 合同職員研修事業 ● ● ● ● ● ● ●

8 2 職員交流検討事業 ● ● ● ● ● ● ●

1 3　 外部からの行

政及び民間人材の

登用

8 3 男女共同参画推進事業 ● ● ● ● ● ● ●

1 4　 圏域内市町村

の職員等の交流
8 4 公共施設点検研修の共同実施事業 ● ● ● ● ● ● ●

8 4 7 6 7 2 7 5 7 4 6 3 6 9

ウ

圏域全体の生

活関連機能

サービスの向

上

計

1 0　 地域内外の住

民と の交流・ 移住

促進

1 2　 人材の育成

8　 地域公共交通

5　 地域振興

9　 ICTインフラ

整備

1 　 地域医療

3　 福祉

4 　 教育・ 文化・

スポーツ

1 1　 ネッ ト ワーク

の強化に係る連携

連携協約

事業名
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KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

1
起業・創業支援事
業

民間の創業支援事業者（地
域金融機関、NPO法人、商
工会議所・商工会等）と連
携し、ワンストップ相談窓
口の設置、創業セミナーの
開催等の創業支援を実施す
る。

【鳥取市】
・伴走型スタートアップ支援補助金による支援（12件）
・まちづくり融資～リノベーション創業型～による支援（継続6件）
・リノベーション型まちづくりファンド（継続2件、新規0件）
【岩美町】
　岩美町商工会等と連携して創業者に対する事業計画策定支援、創業補助金の交付を行った。3
月末実績：上限50万円×5件（合計 2,299千円）
【若桜町】
　若桜町創業支援補助金の交付5件。
【智頭町】
　新規創業・開業支援事業補助金申請事業者　3件
【八頭町】
　出る杭を伸ばす事業者応援補助金の内、起業創業型で起業創業に係る各種経費を支援。
＜現在の交付決定数＞
　5事業者
【香美町】
商工会と連携しセミナー：4回、個別相談：5回を実施
セミナー参加者６名　本年度起業予定なし
【新温泉町】
・創業セミナー　7/29～9/2　全6回
・ワンストップ相談窓口　新温泉町商工会（通年実施）
・サンシーホール浜坂（毎月第2・第4木曜日）で実施
・起業支援補助金：7,959千円　11件

全市町
創業者数
（人/年）

109 119 92 77.3% ○

【鳥取市】
R6年度に新設した伴走型スタートアップ
補助金は、飲食、建設、美容など、幅広
い業種の創業に寄与した。一方で遊休不
動産を活用した創業を支援するリノベー
ション型まちづくりファンドの活用が進
んでいない。
【岩美町】
　地域特性を活かしたサービスのほか、
これまでの経験を活かして独立して起業
するケースが増加傾向にあり、小規模事
業者の新規創業を後押ししている。
【八頭町】
平成30年から令和6年度まで、毎年度補
助を実施し、合計で45件の起業創業の補
助を実施。起業に際しての支援を実施し
た。年度により起業創業の件数に波があ
るため、継続した予算措置が課題。
【新温泉町】
平成30年度から令和6年度までの取組み
で、創業者数は49人となり、徐々に増加
している。また、転入者による起業も増
加傾向にある。

【鳥取市】
引き続き、補助金等による伴走型
の支援に取組むとともに、関係団
体などと連携し、遊休不動産や
ファンド活用者の掘り起しに努め
る。
【岩美町】
　引き続き、起業・創業を積極的
に後押しするとともに、既存事業
者の持続的な経営に対する支援も
強化していく。
【若桜町】
　引き続き商工会と連携し創業者
の支援を図る。
【八頭町】
補助金活用の要望・問合せも多い
ため、商工会等の支援組織と連携
しつつ内容を精査し、引き続き補
助事業による起業創業支援を実施
したい。
【新温泉町】
引き続き、商工会等と連携しなが
ら創業支援を行っていく。

★

2
経営改善等推進事
業

圏域全体の事業者を対象
に、生産性向上、販路開
拓、ワーク・ライフ・バラ
ンス、ビジネス課題の解決
などさまざまなテーマで経
営改善等につながるセミ
ナーや支援事業等を実施す
る。

【鳥取市】
・働き方改革セミナー　計91人（6/27 49人,8/2 42人）
・DXセミナー　計85人（8/23 18人,9/3 32人,9/9 20人,9/17 15人）
・リモート人材活用セミナー36人（12/3）
・採用・育成・定着セミナー 21人（3/6）
・外国人留学生等インターンシップ2人（3/5～3/18、3/7～3/18）
【岩美町】
　AI活用セミナーほか（全16回）　延べ78人
【若桜町】事業なし
【八頭町】
起業創業希望者、起業創業間もない経営者等を対象としたセミナー・実践型経営塾を開催。第一
線で活躍する県内外の経営者を招き、伴走型の講義を開催。
セミナー参加者39名、実践型経営塾受講者6名。

全市町
セミナー
参加者数
（人/年）

69 127 363 285.8% ◎

【鳥取市】　若者の人材確保・定着、DX
による生産性の向上、女働き方改革の推
進など、地元企業の持続的成長に向けた
セミナーを開催。
【岩美町】　SNSや生成AIの活用、マー
ケティング戦略など、経営改善や新事業
展開・再構築を図るためのセミナー、相
談会等を開催。
【八頭町】 令和5年度に引き続き令和6
年度も実践型の経営塾を久し振りの開
催。実践型経営塾については更なる参加
者の募集が課題。

【鳥取市】　企業の抱える課題や
関心に応じたセミナーを開催し、
地元企業の競争力と魅力の向上を
図っていく。
【岩美町】　引き続き、商工団体
等と連携しながら、時代に即した
ビジネス課題や経営に必要なスキ
ルを学ぶためのセミナー等を開催
する方針。
【若桜町】　現時点で事業実施し
ていないが、商工会と連携し事業
者のニーズに合わせたセミナーの
実施を検討したい。
【八頭町】　引き続き、起業件数
を増やすためセミナーを継続して
実施する。

★

3 地域商社活用事業

営業力や受発注・決済機
能・物流機能、コンサル
ティング機能を持ち、既存
商品・産品に加え市場化さ
れずに眠る有望な地域資源
を圏域外へ販路開拓・拡大
することを目的とした商社
事業を展開する。

・圏域の農水産物や食品加工品を中心に圏域外への販路開拓と販売を行う商品流通事業を実施。
・関西（兵庫県南部地域中心）・山陽方面への出張商談を積極的に実施。
・金融機関取引先へアプローチを続けた結果、青果・精米の自社配送による姫路・尼崎へ定期納
品を実施中。
・従来より推進していた鳥取県産米の県外出荷先に関しても、新規取引先を開拓。今後の取扱い
量増加へ取り組む。
・直近では鳥取市公設地方卸売市場の事業者（荷受・関連事業者）との連携も重視しつつ、県外
に向けた販路開拓に取り組んでいる。
【若桜町】　事業実績なし
　山陰合同銀行に株式譲渡済

全市町

新規取引
業者数
（生産団
体も含
む）
（年）

9 9 25 277.8% ◎
各市町の地域商社の株式について令和5
年度に山陰合同銀行に株式譲渡済であ
り、令和6年度をもって本事業は連携中
枢都市圏ビジョン連携事業を廃止とす
る。

圏域の事業者が、販路開拓、拡大
に活用に資する既存の事業に引き
継ぐ

4
関西事務所運営事
業

関西事務所に職員を配置
し、鳥取県関西本部などと
の連携を図りながら、関西
圏や中四国、中京圏域など
において、鳥取・因幡圏域
の広報宣伝活動や企業訪問
等を実施する。

【鳥取市】
＜企業訪問数＞
223件
（3月31日現在：企業訪問数208件+情報発信15件）
【八頭町】
＜企業訪問数＞
17件
（3月31日現在：企業訪問数13件+情報発信4件）

鳥取市、
八頭町

企業訪問
件数（件/
年）

144 144 240 166.7% ◎

【鳥取市】　鳥取市関西事務所は、これ
までに鳥取自動車道、山陰道鳥取西道路
の開通時の関西圏でのPR強化、大阪中之
島に設置ている関西圏情報発信拠点「麒
麟のまち」を活用した情報発信や販路拡
大のほか、企業誘致、移住定住の相談業
務などを行ってきた。
【八頭町】　八頭町関西事務所を設置
し、関西圏の企業・自治体等訪問によ
り、圏域への企業誘致や観光情報の発信
を図った。

【鳥取市】　引き続き関西地域に
おける総合的な窓口として各種PR
活動をしていくとともに、中京圏
も視野に企業誘致活動を進めてい
く。
【八頭町】　引き続き関西事務所
を設置し、更なる企業誘致及び観
光情報発信による関係人口創出等
に努める。

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

令和６年度末にて

廃止

1



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

5
広域的道路網整備
促進事業

関係市町と連携し、圏域内
の山陰近畿自動車道の未整
備区間の早期整備、鳥取自
動車道及び山陰自動車道の
４車線化等を促進するた
め、関係機関に対する要望
活動、啓発活動及び道路整
備の際の環境整備を積極的
に実施する。

【道路関係３期成会（山陰道、鳥取道、山陰近畿自動車道）】
 5月22日　道路関係３期成会総会
 7月 9日　鳥取河川国道事務所・倉吉河川国道事務所への要望活動
 7月19日　中国地方整備局への要望活動（広島）
10月10日　国土交通省、財務省、地元選出国会議員への要望活動（東京）
【美作岡山道路北部延伸】
 8月19日　鳥取河川国道事務所への要望活動
 8月21日　中国地方整備局への要望活動（広島）
 8月28日　国土交通省への要望活動（東京）

全市町
要望活動
数（回/
年）

6 7 7 100.0% ◎
KPIは目標を達成した。引き続き、期成
会を通じた要望活動を実施し、未整備区
間の早期事業化や事業中区間の整備推進
を図る必要があると考える。

引き続き、期成会を通じた要望活
動を実施し、未整備区間の早期事
業化や事業中区間の整備推進を図
る。

6 森林保全推進事業

作業道の整備や間伐の促
進、竹林の間伐等により、
健全な森づくりを推進す
る。

【鳥取市】　作業道の整備や間伐の促進、竹林の間伐等に要する経費を支援
作業道開設L=23,951m,林業専用道開設L=887m,間伐面積A=305.7ha
【岩美町】　作業道の整備や間伐等に要する経費を支援(令和7年3月に事業主体へ補助金交付)
作業道開設L=9,449ｍ、間伐面積A=38.98ha
【若桜町】
作業道開設：7,664m　間伐：73.09ha
【智頭町】
作業道開設：11,514ｍ、間伐：58.23ha
【八頭町】　森づくり作業道整備事業、造林事業等により、事業体が作業道敷設や間伐を行う際
の補助事業に係る支援を行った。また、竹林整備事業に係る相談対応により事業実施ができるよ
う支援した。
作業道開設：5,173m、間伐面積109.71ha
【香美町】　森林管理100％作戦　 間伐16.2 、作業道467ｍ
条件不利地間伐事業　間伐50.71
【新温泉町】　森林管理１００％作戦推進事業　間伐A＝46.25ha 作業道L=3,350m
条件不利地間伐事業　間伐A=29.31ha

全市町

鳥取・因
幡圏域の
間伐面積
（ha/年）

910 1,056 704 66.7% △
KPI目標に達しなかったものの、作業道
の整備や間伐の促進等を支援し健全な森
づくりを推進してきた。

引き続き単独費や補助事業の活用
による森林管理間伐及び森林環境
譲与税を活用した条件不利地間伐
等に取り組む。

7
林業従事者支援事
業

移住希望者等へ情報発信を
行うとともに、林業労働者
の確保及び就労条件の改善
を図るための支援を行う。

【鳥取市】
林業労働者の雇用条件の改善に努め、担い手育成を促進するため、雇用開始から５年目までの市
内在住の林業労働者に係る健康保険、雇用年金の事業主負担に対し、経費の一部を助成。（県：
１／４、市：１／４）
【岩美町】
○林業労働者の雇用条件の改善に努め、担い手育成を促進するため、雇用開始から５年目までの
町内在住の林業労働者に係る健康保険、雇用年金の事業主負担に対し、経費の一部を助成。
（県：１／４、町：１／４）
○公益財団法人鳥取県担い手育成財団へ共済年金掛金、年末一時金支給の一部を助成。
【若桜町】
林業労働者の確保及び就労条件の改善を図るため、社会保険掛金等経費を町助成。（Ｒ６実績な
し。）また、大学生等が借入た奨学金の返還額の一部を町助成。（Ｒ６実績なし。）その他、林
業労働者福祉向上推進事業による市町村負担分を負担。
【智頭町】
林業労働者の雇用条件の改善を図るため、健康保険料及び厚生年金の一部を支援する。
【八頭町】
林業従事者の労働環境改善のため、林業事業体の従業員３名が負担する共済掛金の支援及び社会
保険の加入促進を行った。

全市町

林業労働
者雇用条
件改善事
業実施者
数（各年
毎健康保
険・農林
年金への
補助者
数）
（人）

36 41 29 70.7% △
KPI目標には達しなかったが、林業労働
者の確保及び就労条件の改善を図るため
の支援に取り組んでいる。

引き続き移住希望者等へ情報発信
を行うとともに、林業労働者の確
保及び就労条件の改善を図るため
の支援を行う。

8
稚貝・稚魚放流事
業

内水面や沿岸における稚貝
や稚魚の放流や資源管理を
図る。

【鳥取市】　内水面漁業協同組合等が行う稚魚放流に要する経費を支援。（放流量3.73t）
・沿岸漁協が行う放流支援　アワビ21,850個、サザエ46,000個、キジハタ9,760尾（合計重量
0.147t）
【岩美町】　稚貝・稚魚の放流　アワビ26,500個、サザエ17,000個、キジハタ2,974尾
【若桜町】　わかさこども園の園児とヤマメの放流、併せて、千代川漁協若桜支部の協力のも
と、ヤマメ・イワナの放流を実施。ヤマメ5,450匹、イワナ3,850匹　※R6年度は魚の豊かな川づ
くり基金の補助交付なし。
【八頭町】　やまめ稚魚2,550尾の放流を行った。※うち550尾は開催時期が延期となった分、
2,000尾の稚魚よりも成長したものを放流している。
【香美町】　稚魚、稚貝種苗の放流による水産資源増強支援事業
・内水面事業＝アユ1,030㎏、ウナギ種苗25㎏、ヤマメ、イワナ20,000尾
・海水面＝クロアワビ12,000個、サザエ20,000個、カサゴ5,000尾、キジハタ2,000尾
【新温泉町】
・海水面事業　サザエ10,000個、クロアワビ13,000個、 ヒラメ100,000尾、マダイ200,000尾、
カサゴ6,000尾、キジハタ2,000尾
・内水面事業　鮎稚魚500kg、ウナギ稚魚5kg、ヤマメ成魚稚魚5,000尾、フナ稚魚2,300尾

全市町
放流数
（トン/
年）

7.32 6.75 7.06 104.6% ◎ 計画的に事業を実施し、目標数を確保し
ている。

今後も放流時期や場所についても
検討を重ね、引き続き資源管理を
図る必要があると考える。

2



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

9
漁業雇用促進対策
事業

移住希望者等へ情報発信を
行うとともに、漁労技術の
習得研修や漁業への就業支
援を行い、就業者確保を図
る。

【鳥取市】
鳥取県漁業協同組合等が海面漁業への就業を希望する者に対して行う漁労技術等の習得研修に要
する経費を支援。(雇用型1名、独立型1名）
【岩美町】
漁業への就業を希望する者に対して行う漁労技術等の習得研修に要する経費を支援。
・研修生（沖合底びき網漁業、定置網漁業及び養殖業） 雇用型：8名、独立型：1名
※1月以上研修を実施した者の数
【香美町】　　実施なし
【新温泉町】　実施なし

鳥取市、
岩美町、
香美町、
新温泉町

研修実施
者数（各
年毎）
（人）

24 12 8 66.7% △
全体でのKPI目標は達成しなかったが、
岩美町では研修期間中に2名下船した
が、沖底・定置・一本釣り等で6名の新
規就業者があった。

引き続き就業支援を行い新規就業
者の確保を図るとともに、移住希
望者等へ情報発信や新たな支援の
検討についても取り組む。

10
特産品生産促進支
援事業

白ネギ等の特産化を図るた
め、主に東部圏域で行う生
産・販路拡大に対して支援
する。

【鳥取市】
　生姜、らっきょう、アスパラ等の生産拡大や新規に生産に取り組む農業者に対し、必要な機器
の導入や畝作りに係る経費を支援することで、農業者の野菜生産量を向上させ、農家経営の安定
及びブランド野菜の生産振興を推進する。園芸産地活力増進事業 ４件
【岩美町】
　R7.3月に白ネギを作付けしている農業者に対し、10a当たり7,000円の補助金を交付
【智頭町】
　白ネギ圃場の排水不良による品質及び収量低下への対策として、圃場の均平化や明渠の施工に
係る機械等の導入経費を支援することで、栽培面積、販売額の増加等、白ネギの生産拡大を推
進。（園芸産地活力増進事業　１件）

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町

白ネギの
作付面積
（ha/年）

49 69 53 76.5% ○
農業者の野菜生産量を向上させ、農家経
営の安定及びブランド野菜の生産振興を
図った。

特産品である白ネギの生産の維持
発展を図っていくとともに、中山
間地域で特色を活かした園芸作物
の産地化を図り、地域活性化につ
なげていく。

11
農産物販路拡大支
援事業

農産物の新たな販路強化・
拡大を行い、圏域農産物の
販売促進を図る。

・大阪中之島での圏域農産物マルシェ開催（月１回）
・東京豊洲での圏域農産物マルシェ開催（１回）
・現地及び代表商談会の開催（３６回）

全市町

関西圏で
の合同直
販市の開
催（回/
年）

0 3 1 33.3% ×

　関西圏を中心に、マルシェを開催し、
因幡圏域の農産物や加工品のＰＲを行
い、販路拡大を図った。
　併せて、現地商談（野菜、果樹）を実
施し、広域的なＰＲ活動を行うことで、
因幡圏域の農林水産物等の知名度アップ
を図った。

引き続き、商談会の開催や催事等
への出展、マルシェの開催等によ
り新たな販路開拓を行っていくと
ともに、首都圏や関西圏等のニー
ズを産地にフィードバックし、産
地化への取組を推進していく。

★

12
地域おこし協力隊
導入事業

三大都市圏等から地域おこ
し協力隊員を招致し、地域
活性化に係る諸課題の解決
を推進する。また、隊員の
ネットワーク促進など隊員
の活動充実に向け、圏域情
報の共有と連携を推進す
る。

地域おこし協力隊
＜鳥取市＞浜村地区の情報発信・地区の活性化（１名）、空き家を活用した国府地域の活性化
（１名）、未利用・遊休化しているものの資源化や河内果樹の里山プロジェクトの持続に向けた
取り組み（１名）、新しいデジタル技術web3を活用した次世代インターネット上の交流の場で佐
治地域の活性化にむけたアイディア創出を行う（１名）、流しびなの製作技術継承・空き家の掘
り起こしと活用（１名）
＜岩美町＞道の駅魅力化事業（１名）、SNS等による情報発信事業（１名）、ふるさと納税推進
事業（２名））
＜若桜町＞蕎麦の栽培や製造販売等による町おこし・蕎麦屋の開業（１名）、町整備のエゴマ搾
油施設や精米施設等を活用した新たな加工品の開発・販路開拓（２名）
＜智頭町＞石谷家住宅の文化財観光活性化(1名 )特定地域づくり事業協同組合事務局業務におけ
る採用・広報・派遣事業の企画・運営業務、研修事業の企画・運営業務（1名）那岐の森の宿の
運営（1名）
＜八頭町＞鳥獣対策部門（１名）、道の駅はっとうにおける特産品販売、振興（１名）、観光情
報発信、移住定住部門（１名）、有機野菜の生産、プロジェクト推進（１名）、生物多様性保
全、有機野菜の生産（１名）、地域スポーツ振興（１名）、地域住民や各世代間の交流支援（１
名）、地域農業振興（トレーニングファーム）（１名）
＜香美町＞梨生産技術承継業務（１名）、観光情報発掘発信業務（１名）、射添地区地域づくり
業務（１名）
＜新温泉町＞道の駅活性化（２名）、観光振興支援（1名）ワーケーション推進（１名）、温泉
振興（店舗運営）（５名）、移住定住促進（2名）、水産振興（1名）、国際交流推進（２名）、
商店街活性化（２名）、文化財活用推進（１名）、生涯学習活動推進（１名）、地域情報発信
（１名）

全市町

任期終了
後の定住
者数（累
計：人）

55 74 63 85.1% ○

〈鳥取市〉都市住民を受け入れ「地域お
こし協力隊」に委嘱し、中山間地域の地
域活性化に取り組むとともに、あわせ
て、本市への隊員の定住・定着を図っ
た。
（岩美町）
令和６年度は新規に１名の募集を行い、
予定どおり１名を受け入れることができ
た。
〈若桜町〉令和６年度は３名の地域おこ
し協力隊を受け入れた。これからの地域
おこし活動に期待したい。
〈香美町〉
令和6年度中に新規業務1名、継続業務1
名の募集を行ったが採用に至らなかっ
た。また、任期途中の終了となった業務
が1名あった。
隊員・業務と行政側の調整、受入体制の
整備の難しさが課題としてあらためて浮
き彫りとなった。

（鳥取市）
令和７年度は、新規で２名の受け
入れを予定している。今後も
（香美町）
業務の方向性及び必要性にかかる
内部協議、受入体制の整備にかか
る関係団体等との協議を行い、隊
員の移住定住・起業につながる取
り組みを進める。
〈若桜町〉今後も地域おこし協力
隊を受け入れ、地域おこし活動に
より地域の活性化を図るととも
に、任期終了後の隊員の定着を目
指す

13 農業ＩＴ化促進事業

鳥取・但馬圏内の自治体及
び農商工関係団体等と連携
し、以下の事業を実施す
る。
（１）情報収集・発信
（メール配信等）
（２）研修・情報交換会の
開催（座学・圃場研修、事
例研究等）

GAP認証に向け営農アプリ導入支援（さわだ農産（農））を行ったり、耕作放棄地を解消して有
機栽培を開始（鳥の農場）するなど実証的に取組んでいる。KPIとは別に、持続可能な農業を実
現するためのスマート農機や生産管理システム等の導入を支援中
①スマート農業（㈲山岡、ファームなかいいち（農））２件

全市町

研修会延
べ参加者
数（人/
年）

11 35 4 11.4% ×

アプリ導入により栽培・施肥管理（有機
減農薬等）について可視化でき、併せて
スマート農機との連動により作業の省
力・効率化を図る起因となった。しかし
ながら、アプリ導入の効果について実感
できた生産者は少なく導入実証をアピー
ルする必要がある。

新規にスマート農機導入予定事業
者をメインに、GAP認証に向け営
農アプリ導入支援を積極的行い、
円滑な新規就農・担い手育成に取
り組みたい。

3



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

14
日本遺産・麒麟獅
子舞を生かした圏
域活性化事業

日本遺産認定を活かし、圏
域に受け継がれる麒麟獅子
舞などの構成文化財の魅力
を情報発信することによ
り、圏域の活性化や次世代
への保存・継承につなげ
る。

日本遺産「麒麟のまち推進協議会」が実施主体となり、情報発信事業、普及啓発事業などを実施
した。
【情報発信事業】
・ウェブサイトの運営、SNS情報発信
【プロモーション活動】
・日本遺産・麒麟獅子舞パネル巡回展実施
・日本遺産フォーラム（岩美町）への参加　など
【商品造成事業】
・体験体感プログラム（麒麟獅子舞披露）8回実施
【普及啓発事業】
・「日本遺産・麒麟獅子舞フェスタ」の開催支援
・麒麟獅子舞保存継承プログラム（子ども向けワークショップ）の開催　2回

全市町

圏域への
観光入込
客数（人/
年）

4,414,870 6,150,000 6,533,000 106.2% ◎
１市６町で構成する「麒麟のまち推進協
議会」を中心に情報発信、商品造成、普
及啓発などの取組を推進することによ
り、日本遺産や、麒麟獅子舞の圏域内外
への浸透に寄与した。

引き続き１市６町をはじめ、DMO
や観光協会等と連携を強化し、日
本遺産を活かした地域活性化の取
組を推進していく。

★

15

麒麟のまち関西情
報発信拠点での情
報発信等エリアプ
ロモーション推進事
業

麒麟のまち関西情報発信拠
点において、麒麟のまち圏
域での広域連携によるエリ
アプロモーション事業を展
開し、交流人口の増加、移
住定住の促進、地元産品の
販路拡大を図る。また、マ
スコミ・メディアの本社が
集中する首都圏において、
各種情報の発信を行い、圏
域の認知度アップ、イメー
ジアップを図る。

　麒麟のまち関西情報発信拠点の営業を行い、店内外のモニターディスプレイによるジオパーク
のPRやチラシ配架による圏域イベントのPRを行った。ときめき鳥取マルシェ（FEEL GOOD
TOTTORI）を開催し、圏域の旬な野菜・果物や特産品の販売により、店舗と連動した販路拡大に
努めている。
・ジオパークPR企画（ジオパークの景色を店内及び外壁のモニターディスプレイで紹介）
・6月～9月　夏の鳥取の味覚白イカメニューの販売
・9月～10月　梨（二十世紀、新甘泉）販売
・ときめき鳥取マルシェ（FEEL GOOD TOTTORI）月1回（2日間）

全市町

圏域を訪
れる宿泊
旅行者の
観光消費
額（ＤＭ
Ｏ独自ア
ンケート
調査結果
による）
(円/人）

35,270円/
人

35,900円/
人

39,331円/人 109.6% ◎
　平成29年度4月のオープン以来、圏域
連携によるエリアプロモーション事業を
展開し延べ約35万人の方に来場者いただ
いている。交流人口の増加、移住定住の
促進、圏域産品のPRなど販路拡大の拠点
施設の役割を担っている。

　麒麟のまち圏域の情報発信拠点
の役割を継続する

16
インターネットショッ
プ推進事業

圏域内の物産のイメージ
アップやブランド化のため
鳥取市が運営するインター
ネットショップ「とっとり
市（いち）」への出店を麒
麟のまち圏域に拡大し、圏
域一体となった物産の振興
を図る。

【鳥取市】
出店店舗数の総数は増加しているが、圏域の出店店舗数は前年と同数に留まった。サイト内の商
品ラインナップを増加する観点で、引き続き店舗数の増加を図っていく。
運営主体を市から業務委託を受けていた者に変更したが、引き続き、会員登録者やLINEお友達に
限定した割引など各種キャンペーンを随時実施した結果、キャンペーンを除いた売上は前年より
増加した。
　　出店店舗数　225店舗
　　※上記のうち、圏域出店店舗数39店舗　　商品数475商品
【岩美町】継続出店増減なし
【若桜町】継続出店増減なし
【智頭町】新規出店1店舗
【八頭町】出店辞退1店舗
【香美町】継続出店増減なし
【新温泉町】継続出店増減なし

全市町
出店店舗
数（店）

188 195 225 115.4% ◎

【鳥取市】
スポット的にキャンペーンを実施した令
和5年と比較し、キャンペーンを除いた
売り上げは増加した。　圏域内の出店店
舗数の増加と合わせて、取り扱い商品の
ブランド力向上に資する取組を進める必
要がある。
【岩美】【若桜町】【香美町】【新温泉
町】令和5年度より出店店舗増減なし
【八頭町】
　新規店舗登録の促進が必要。

【鳥取市】
令和7年度はサイトリニューアル
が行われるが、引き続き売上の
ベースアップのため、圏域全体の
参加店舗・商品数の増加を図ると
ともに、圏域外の消費者へ向けた
広報にも注力していく。
【若桜町】新規店舗参入の促進を
図りたい

17
鳥取市公設地方卸
売市場再整備・活
用事業

鳥取市公設地方卸売市場の
再整備を行い、食品流通の
拠点としての機能を強化す
ることで、圏域全体の事業
者の市場の活用を促進し、
市場の取扱高を増加させ、
圏域全体の経済成長をけん
引する市場とする。

「鳥取市公設地方卸売市場経営戦略」に定める方針に基づき、現在地での建替え、機能を強化し
た閉鎖型施設への転換をはかっている。
・４年度）基本設計業務と一部棟（水産物棟など）の実施設計
・５年度）全棟の実施設計と４年度に実施設計済の水産物棟などの施工完了
・６年度）花き・仲卸業者・関連事業者棟の施工完了

全市町
取扱高
（千円/
年）

7,145,773 7,145,773 7,461,885 104.4% ◎
・基本設計を含む設計施工の一括発注
・市場施設（関連事業者棟の一部（花・
仲卸業者・関連事業者）、青果棟）の施
工
・一部解体（管理事務所・トイレ・青果
別棟・花市場の一部）

引き続き整備を進め、通行道路と
作業エリアが混在している駐車施
設・構内通路を更新することで、
搬入・搬出経路を明確化し効率的
な物流を可能とすることで、業務
生産性の向上を図る。

18
物産振興体制強化
事業

特産品及び伝統工芸品等の
販路拡大を図るため、鳥取
市観光コンベンション協会
に物産機能を整備するとと
もに、民工芸や加工品を展
示・販売する物産展へ出展
し、ＰＲ販売を行うことで
物産事業の振興・観光事業
の発展・地産地消の推進を
図る。

　観光コンベンション協会の事業として、物産会員数を増加させるとともに、その会員から商品
を受け、店頭販売、出展販売、掛売・客注販売及びネット販売を行っており、令和6年度中に新
たに11社が物産会員に入会。
　同協会が運営する「鳥取市ふるさと物産館」での購入客数は、令和5年度11，766人に対して、
令和6年度は13，565人に増加した。
　引き続き、物産会員の増加に向けた取組みを推進する。

全市町

ふるさと
物産館で
の購入客
数（人/
年）

6,936 10,251 13,565 132.3% ◎
新規物産会員数11社のうち、鳥取市以外
の事業者は1社にとどまった。
更なる商品ラインナップの強化に向け、
引き続き会員数の増加を図っていく。

ふるさと物産館とインターネット
ショッピングモール「とっとり
市」の運営を一元化することで、
効果的に物産振興を図っていく。

4



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

19
駅前太平線バード・
ハット利用促進事
業

麒麟のまち圏域内各市町の
地域振興に関わるイベント
（行政系）等をバード・
ハットで開催する際は使用
料を免除し、交流人口の増
加を図る。

●開催実績（来場者数）※令和７年３月３１日時点
６件（約11,200人）
【7/13】サマーフェスタ2024with山陰三ッ星マーケット：新鳥取駅前地区商店街振興組合
・イベント内出店「八頭町地場産品ブース」
【7/28・8/13】ファミリー縁日：新鳥取駅前地区商店街振興組合
・イベント内出店「八頭町地場産品ブース」
【9/1】丸由２周年記念イベント：丸由百貨店
・イベント内出店「八頭町地場産品ブース」
【11/9】鳥取エコグリーンフェスタ：鳥取県
・イベント内出店「若桜町地場産品ブース」
【12/8】バード・ハットスペシャルクリスマス2024：新鳥取駅前地区商店街振興組合
・イベント内出店「八頭町地場産品ブース」

全市町
利用回数
（回/年）

1 2 6 300.0% ◎
・実施件数、来場者数ともに前年度比大
幅増となり、交流人口の増加や地域振興
に寄与した。

・麒麟のまち圏域内各市町の地域
振興に係るイベント開催に向けた
周知を積極的に行うなど、利用件
数の向上に努めていく。

20

地域連携DMO「一
般社団法人麒麟の
まち観光局」支援
事業

地域連携DMO「一般社団法
人麒麟のまち観光局」が行
う圏域の観光素材の開発・
販売促進及び国内外への広
報宣伝活動や受入環境整備
等を支援する。

■観光DX事業（観光CRMシステムの導入）
　・参画店舗：200店舗
　・会員数：9,981人
　①会員向けの定期的（各月2回）なメルマガ配信による観光情報の発信。
　②新規会員獲得キャンペーンの実施。（6/17～）
　　・新規登録者数：1,778人
　③ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ型周遊促進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝの実施（11/1～）
　　・参加者総数：2,149人
　④目的型ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ（12/20～）
　　・参加者総数：6,850人
■マーケティング事業
　圏域内各観光施設等での独自ウェブアンケートの実施。
　・回答件数：2,763人
■流通整備事業
　①３DMO連携山陰海岸ジオパーク周遊ルート造成
　　・FAMトリップ（12/3～5）4人参加
　　・4社で28件を販売
　②ローカル鉄道を活かした周遊促進事業
　　・FAMトリップ（12/5～7、12/16～19）3人参加
　　・2社で18件を販売
■インバウンド受入環境整備事業
　高付加価値化商品の造成9件やプロモーションツール「EXPLORE KIRIN NO MACHI」発行、各種
商談会への参加、オペレーション体制の構築を実施。

全市町

圏域を訪
れる宿泊
旅行者の
観光消費
額（ＤＭ
Ｏ独自ア
ンケート
調査結果
による）
（円/人）

35,270円/
人

35,900円/
人

39,331円/人 109.6% ◎

観光ＤＸ「このへん共和国」の登録会員
数及び参画事業者数は引き続き、当初の
ＫＰＩを大きく超えた実績となってい
る。新たに、周遊スタンプラリー機能や
各店舗による独自キャンペーンの展開が
可能となる機能拡充が図られたことか
ら、各主体による圏域へ再来訪を促すた
めの積極的な活用が求められる。また、
大阪・関西版パック開催を契機とするイ
ンバウンド需要の拡大を見据え、体験商
品の造成・販売とともに、受注体制強化
のためツアーオペレーション機能の構築
を行った。国内外からの幅広い受注に応
えるため、より充実した体制整備が求め
られる。

観光ＤＸシステムを通じたきめ細
かな情報発信と自治体や個人事業
者による積極的な活用展開を図
り、誘客促進と観光消費の拡大を
図ります。また、海外向けセール
スを充実するとともに、ＦＩＴ向
けの受け入れ体制の充実を検討し
ていきます。

★

21
主要道路沿線エリ
ア活性化事業

国道29号線や鳥取自動車道
の沿線自治体等が連携し、
地域の活性化のために行う
情報発信やイベントの開催
を支援する。

■鳥取自動車道活性化協議会
定時総会：令和6年7月12日開催
情報発信事業：観光冊子TORIVELERの制作（令和6年度中完成予定）
モデルルート造成事業：鳥取自動車道を活用したモデルルートを造成（令和6年度中鳥取市観光
サイトにて公開予定）

■国道29号周辺兵庫・鳥取地域振興協議会
総会：令和6年6月17日（月）開催
全日本29ロードウォーク：令和6年9月21日（土）～9月22日（日）開催（参加者数：167名）
ルート29スタンプラリー：令和6年11月8日（金）～令和7年1月31日（金）（参加者数：779名）

■日本風景街道新因幡ライン沿線自治体等連絡協議会
総会：令和6年6月17日（月）開催
新因幡ラインインスタ投稿キャンペーン：令和6年10月1日（日）～12月31日（火）

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町

圏域を訪
れる宿泊
旅行者の
観光消費
額（ＤＭ
Ｏ独自ア
ンケート
調査結果
による）
（円/人）

35,270円/
人

35,900円/
人

39,331円/人 109.6% ◎

　国道29号周辺兵庫・鳥取地域振興協議
会・日本風景街道新因幡ライン沿線自治
体等連絡協議会では、映画ロケ地や観光
名所等、沿線の注目スポットを巡るデジ
タルスタンプラリーの実施やSNSキャン
ペーンを行うことで、観光客の誘致及び
交流人口の拡大を推進した。
　鳥取自動車道活性化協議会事業におい
ては、インバウンド需要のさらなる回復
が見込まれる中,観光冊子TORIVELERの日
本語版だけでなく英語版を制作し、受け
入れ体制の強化に寄与できた。また、鳥
取自動車道を活用したドライブモデル
ルートを作成し、鳥取市観光サイト内に
特集ページとして掲載を行った。

今後も各協議会において各市町が
連携し、適宜事業の見直しも行い
ながらドライブモデルルートの広
報やスタンプラリーの実施等によ
り、主要道路の沿線地域の活性化
を推進する。

22
外国人観光客受入
事業

各市町が連携し、外国人観
光客の受入を促進する。

●鳥取市国際観光客サポートセンターで外国人観光客向けに観光案内（随時）
●台湾誘客プロモーション
　現地旅行会社と提携し、各種プロモーションを実施（5/31～6/3）。
・Facebookでの情報発信（年間108回）
・現地旅行博での鳥取市PRブースの出展及び商談会への参加（5/31～6/3）。
・台湾インフルエンサーを招聘しFAMツアーを実施（11/12～15）。
●欧米豪向けプロモーション
・在日欧米豪富裕層外国人向け観光情報誌の制作
　ENGAWA（株）と提携し、全編英語の麒麟のまち圏域の観光情報をまとめた情報誌を制作し、
Tokyo Weekender本誌への同梱配送・首都圏へ配布。またTokyo Weekender公式WEBサイト、SNS、
並びに海外メディア／旅行会社へのニュースレターでの配信。
・FAMトリップの実施（9月）
　ANAあきんど（株）と提携し、欧米豪圏出身の在日外国人によるFAMトリップを実施。取材後
は、Instagramで情報発信。
・フランス向け観光情報発信（11月）
　（株）HISと提携し、HISのパリアンテナショップへ鳥取市PRブースを一か月設置。旅時間（フ
ランス語版）の制作。

全市町

国際観光
客サポー
トセン
ターの利
用者数
（人/年）

354 13,290 13,683 103.0% ◎

台湾や欧米豪に向け、効果的な情報発信
を行い、外国人観光客の誘客促進につな
がった。
また国際観光客サポートセンターでは、
外国人観光客の案内件数が令和元年度を
上回り、インバウンドの案内拠点として
機能を十分に果たした。

引き続き台湾を中心とした東アジ
ア圏域へのプロモーションを行う
とともに欧米豪の獲得も視野に、
情報発信に取り組むことで、誘客
促進につなげていきたい。

5



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

23
因幡・北但西部周
遊バス運行支援事
業

因幡・北但西部圏域を周遊
するバスツアーの企画及び
運行の支援を行う。※既存
コースの見直しと新規コー
スの開発による拡充

●鳥取・因幡を周遊するバスツアー（2コース）
・ジオコース（鳥取砂丘・浦富海岸）
　6/22・6/29・7/13・7/27・8/3
　8/17・8/24・9/8　計8本催行
　※ジオコース（インバウンド専用）10/4　催行予定
・原風景コース
　9/14・9/21　催行
　10/5・10/12・10/26・11/2　催行予定
　※9/7は中止
●乗車人数：計191人

全市町

バスツ
アーの参
加者数
（人/年）

130
（令和5年
度）

760 295 38.8% ×
R6年度は「ジオコース」と新しく「原風
景コース」が増えた。「ジオコース」は
去年よりも２倍近く増えている。インバ
ウンド客も増えてきている。

今後はさらに色々なコースを増や
し、インバウンド客の増加を図
る。

24

浦富海岸・鳥取砂
丘エリア観光二次
交通運行協議会支
援事業

浦富海岸及び鳥取砂丘エリ
アを観光周遊するボンネッ
トバスの運行の支援を行
う。

ボンネットバスで浦富海岸・鳥取砂丘エリアを巡るツアーを４月から１１月まで計６回催行し
た。
【催行実績】
・バス愛好家さんコース
　５月１８日（土）催行　７名
　１０月２６日（土）催行　１１名
・アニメ青コース
　４月６日（土）　申込少数で催行中止
　６月２９日（土）催行　６名
　９月２８日（土）催行　１３名
　１１月９日（土）催行　４名
・アニメ赤コース
　４月７日（日）　申込少数で催行中止
　６月３０日（日）申込少数で催行中止
　９月２９日（日）催行　９名
　１１月１０日（日）　申込少数で催行中止

鳥取市、
岩美町

ボンネッ
トバスの
乗車人数
（人/年）

127
（令和5年
度）

160 50 31.3% ×

エリア内の観光地を巡るバスツアーを実
施することで新たな客層の誘致を図り、
観光振興に寄与した。
老朽化するバスの更新も見据えながら今
後の計画を立てていくことが求められ
る。
料金や運行内容の見直しなど、観光客の
動向を踏まえて検討していく必要があ
る。

今後も引き続き新規顧客獲得等の
ため、エリア内の観光地を巡るバ
スツアーを実施し、新たな客層の
誘致、観光振興に寄与する。

25
山陰海岸ジオパー
クを活用した広域
観光推進事業

フォーラム、研修会等の開
催、案内看板の設置、リー
フレットの作成等を行い、
山陰海岸ジオパークの普
及・啓発を行う。また、ジ
オガイド研修会等を開催
し、ジオガイドの養成を行
う。

・砂の美術館内世界のジオパーク展示パネル更新や、道の駅西いなば気楽里へのジオパークPR看
板等の設置
・ガイド交流会（参加者22名）、ガイド養成講座（参加者42名）の開催
・とっとり市報へのジオパーク関連記事掲載（7回）、新聞への広告掲載（2回）

鳥取市、
岩美町、
香美町、
新温泉町

圏域の山
陰海岸ジ
オパーク
拠点施設
入込客数
（人/年）

855,790 1,090,000 1,065,581 97.8% ○

山陰海岸ジオパークの保全、活用の推進
のほか、国内外のジオパークとのネット
ワーク活動にも取り組み、世界ジオパー
クの再認定を得ることができた。山陰海
岸ジオパーク鳥取県連絡協議会が開催で
きなかったため、今後連携していきた
い。

再認定審査で出された課題につい
て、山陰海岸ジオパーク鳥取県連
絡協議会とも共有し、官民一体と
なって解決を目指すほか、新たな
取り組みの検討も進めていきた
い。

26
観光大学運営・活
用事業

現在、鳥取市で実施してい
る観光マイスター育成制度
を圏域内へ拡充し、圏域内
のホスピタリティー向上を
目指す。

●第20期鳥取市観光大学（実績）
受講者：圏域内宿泊事業者等
通算の観光マイスター認定者：634名
日程：令和6年12月3日(火)～1月31日(金)までの6日間
　　　　　　　　　　　　　開校式、座学、現地研修
　　  　令和7年2月6日(木)　筆記・面接試験
　　　　　　　　 10日(火)　ドライバー試験
　　　　　　   3月3日(月)　鳥取観光マイスター認定
　　　　　　　　　　　　   証授与式
講義内容：観光の動向、鳥取民藝、外国人観光客への接し方、鳥取の食、鳥取城、鳥取砂丘、麒
麟獅子舞日本遺産など

全市町

観光マイ
スター新
規認定者
数（人/
年）

22 30 36 120.0% ◎
令和6年度は、観光地の知識をより深め
ることを目標に研修をしており、今年は
8回目の開催であったが、アンケートな
どを取り、より、観光マイスターとして
深い知識を得られるように努めた。

今後はより多くの観光マイスター
の数を増やせれるように、研修な
どに努める。

27
若者の地元定着促
進事業

圏域の高校生を対象にした
圏域企業見学会等を実施す
る。

①出張企業説明会
  鳥取商業高校(11/14)　57人・6社
　青谷高校(11/21)　43人・4社
　鳥取湖陵高校（3/13）　52人・8社
②小規模企業見学会
  鳥取西高校(7/10)　269人・30社
　鳥取敬愛高校(7/25,26)　29人・7社
  八頭高校(9/24)　152人・14社
　鳥取商業高校(10/2)　135人・15社
  鳥取湖陵高校(11/1)　29人・5社

全市町

企業見学
会参加人
数（人/
年）

843 850 766 90.1% ○

【鳥取市】
県内高校生の70％以上が進学し、その多
くが県外へと進学する状況において、進
学前の進路選択前の段階で地元企業の事
業や魅力について知ってもらう取り組み
を実施。
【岩美町】
県立岩美高校の要請に応じて出張説明会
を実施していたが、この３年間は実績な
し。

【鳥取市】
未実施の実施高校にも参加の働き
かけをして、地元企業の認知度向
上に向けて取り組む。
【岩美町】
高校のカリキュラムや指導方針に
もよるが、要請があれば商工団体
と連携して実施する方針。
【若桜町】ハローワークや商工会
と連携し、地域のニーズを把握し
つつ実施を検討したい。

★

6



KPI指標
基準値
（R3）
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28
国際経済交流推進
事業

国際的な経済・観光交流促
進を目的に設置している
「鳥取市国際経済発展協議
会」で実施する情報発信や
貿易相談サポート等の業務
について、支援対象範囲を
麒麟のまち圏域に拡大す
る。

①企業の海外進出及び海外販路開拓等の海外展開に関する貿易相談・サポート
→市内企業からの相談に応じ、商談会に同行するなど、商品の海外展開に関するサポートを行っ
た。
②海外商談会・経済ミッション等支援及びマッチング
→台湾企業との商談の場を設け、市内企業の商品等のPRを実施。
③国際観光（通訳等）の推進やインバウンド需要の取り込み。
→依頼に応じて通訳サポート等を実施。
④翻訳・通訳支援（主に企業・行政等対応）
→市内事業者や行政の依頼に応じて文書、観光施設のパンフレット等の翻訳を行った。

全市町

インバウ
ンド需要
取り込み
に向けた
観光パン
フレット
などの翻
訳支援件
数（件/
年）

26 141 104 73.8% △

市内事業者の身近な貿易相談・サポート
窓口となっている。令和6年度は、令和5
年度に引き続き、海外の人気インフルエ
ンサー等への情報提供や案内により、海
外への観光情報発信に寄与。また、翻訳
支援件数を令和5年に比べ大きく伸ばす
ことができた。

外国人コーディネーターの力を活
かし、引き続き相談、翻訳・通訳
等の対応を行う他、海外販路拡大
の手段として鳥取市コンベンショ
ン協会とも協力し、越境ECの支援
を進めていきたい。

29

鳥取市立病院、岩
美町国民健康保険
岩美病院、国民健
康保険智頭病院の
地域医療研修協力
事業

鳥取市立病院の初期及び後
期研修医師が岩美町国民健
康保険岩美病院及び国民健
康保険智頭病院において、
地域医療研修を行う。

鳥取市立病院の初期研修医１名が令和６年７月１日から同月２８日まで国民健康保険智頭病院で
地域医療研修を行った。

鳥取市、
岩美町、
智頭町

本事業を
継続して
実施

継続 継続 継続 達成 ◎
対象となる初期研修医のいなかった年度
もあるが、令和６年度は該当医師１名が
研修を行うことができた。令和７年度も
実施見込みである。

　今後も事業継続し、地域に必要
な医師の養成に努める。

30

鳥取市立病院と国
民健康保険智頭病
院の医師の相互派
遣事業

地域医療を確保するため、
鳥取市立病院、国民健康保
険智頭病院の医師が充足し
ていない診療科へ、相互に
医師派遣を行う。

鳥取市立病院の泌尿器科・外科・整形外科（整形外科は令和６年７月から）の医師が国民健康保
険智頭病院で診療を行っている。
また、鳥取県からの要請により鳥取市立病院総合診療科医師１名を智頭病院院長として派遣して
いる（令和４年１０月から継続中）
その他鳥取市立病院でマンモグラフィの二次読影業務を実施している。

鳥取市、
智頭町

本事業を
継続して
実施

継続 継続 継続 達成 ◎
　泌尿器科・外科・整形外科について市
立病院から医師派遣を行い、智頭病院で
の診療を継続して行っている。また、市
立病院でマンモグラフィの二次読影業務
を実施している。

　地域医療を確保するため、それ
ぞれ医師が充足していない診療科
への相互の医師派遣を継続してい
く。

31
鳥取市夜間・休日
急患診療所運営事
業

夜間・休日の１次救急医療
体制（内科・小児科）を確
保するため、夜間・休日急
患診療所の運営を行う。

【委託先】鳥取県東部医師会
【実施場所】東部医師会急患診療所（鳥取市富安１丁目58番地１）
【診療時間】
[夜間]通年（365日）：午後７時から午後10時まで。
[休日]日曜日・祝日、８月13日から８月15日まで、
12月30日から翌年１月３日まで：午前９時から午後５時まで。
【患者実績）令和６年度　15,443人

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町、
新温泉町

急患診療
所の開所

継続 継続 継続 達成 ◎
急患診療所の運営（鳥取県東部医師会へ
委託）により、夜間及び日曜、祝日等の
休日に、診療を必要とする患者に医療を
提供することができた。

引き続き事業を継続し、夜間・休
日の一次救急医療体制を確保し、
安定した医療提供体制を整備す
る。

32
病院群輪番制運営
支援事業

休日の２次から３次救急医
療体制を確保するため、対
象病院の輪番日運営に対す
る支援を行う。

【実施病院】
市立病院、中央病院、生協病院、日赤病院の輪番制
【診療時間】
第２土曜日、日曜・祝日等の休日及び年末年始：午前８時30分～翌日の午前８時30分
【実施日数】令和６年度　84日

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町、
新温泉町

病院群輪
番制の実
施

実施 継続 継続 達成 ◎
休日における二次及び三次救急医療体制
を確保し、安定した救急医療を提供し
た。

今後も対象病院の輪番日運営に対
する支援を継続する。

33
鳥取砂丘コナン空
港利用促進事業

鳥取砂丘コナン空港の利用
促進や利便性向上を図るた
めの取組を行う。

〇鳥取市、県、鳥取商工会議所が事務局を担当している「鳥取空港の利用を促進する懇話会」が
中心となって、広告掲載、旅行会社の商品造成・販売支援、各種イベント等を実施。
・鳥取～羽田便を利用する企画旅行を催行した旅行会社への支援
〇9/9国交省現地視察に係る意見交換会対応

全市町

東京便の
搭乗者数
（千人／
年）

133 420 402 95.7% ○
インバウンド等の旅行需要の高まりに加
え、地道な利用促進活動の展開が功を奏
し、年間搭乗者数は６年ぶりに40万人を
突破しコロナ前の水準を超えた。

さらなる利用者の増加に向け、２
次交通の検討など利便性の向上や
各種キャンペーン等の実施など利
用促進に取り組む。

★

34
鳥取駅周辺再整備
推進事業

　麒麟のまち圏域の交通や
交流の要衝地であり、経
済・観光・交流・防災の拠
点となる鳥取駅周辺の再整
備を推進する。

10/10（木）第１回鳥取駅周辺再整備に係る麒麟のまち圏域担当者会議 全市町

研究・検
討会議の
実施
（回）

0 1 1 100.0% ◎ 情報交換と今後の連携について協議でき
た。

継続して開催していく。

35
公共交通機関の
キャッシュレス化推
進事業

公共交通機関のキャッシュ
レス化に向けた取組を行
う。

【鉄道】
・ＪＲ西日本の倉吉－鳥取駅において交通系ICカードの運用を開始した。（R7.3月～）（圏域内
の37駅のうち、７駅導入）
・ＪＲ各支社（山陰支社・兵庫支社）に交通系ICカードの導入要望を実施した。
【路線バス】
・交通系ICカード導入に向けた協議会設立への参画
・鳥取県東部圏域において路線バスの一日乗り放題電子チケットを企画し、販売開始した。
【共通】
・鳥取県東部圏域において鉄道・バスの共通パスの実証実験を行った。

全市町

公共交通
キャッ
シュレス
化件数
（件/年）

0 1 1 100.0% ◎

【鉄道】令和７年３月からＪＲ西日本の
倉吉－鳥取駅間ににおいて全国相互利用
可能な交通系ICカードを導入され、
キャッシュレス化を推進させるという本
年度のＫＰＩを達成した。しかしなが
ら、圏域内のＪＲ駅での導入は少ないた
め、引き続き、未導入駅への導入（特
に、圏域各市町の特急停車駅である岩美
駅、浜坂駅、香住駅、郡家駅、智頭駅）
について、圏域一体となって鉄道事業者
への働きかけが必要。
【路線バス】交通系ICカードの導入に向
けた道筋を立てることができた。事業化
に向けた調整が必要。

引き続き、公共交通のキャッシュ
レス化によるシームレスな交通
ネットワークの構築に向けて取り
組む。

★
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36
山陰新幹線の整備
促進のための要望
活動等事業

関係市町と連携し、山陰新
幹線の早期実現をめざし、
関係機関への要望活動、啓
発活動を積極的に実施す
る。

R6.7.16　 山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議　総会
R6.7.17　国土交通省、地元選出国会議員への要望活動（東京）
R7.2. 9　山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議研修会

全市町

国等への
要望活動
回数及び
シンポジ
ウム等開
催回数
（回/年）

1 2 2 100.0% ◎
KPIは目標を達成した。引き続き、地元
選出国会議員参加による総会の開催、国
土交通省への要望活動等を継続実施する
ことで、新幹線整備の早期実現に結び付
けていく必要があると考える。

引き続き、要望活動やPR事業を通
じた沿線地域の機運醸成、全国の
他の新幹線整備期成同盟会等との
連携強化を図るなど、整備計画格
上げに向けた取組を推進する。

37

公立鳥取環境大学
が実施する教育・研
究活動との連携事
業

圏域の活性化に向けて活動
する「とっとり麒麟地域活
性化プラットフォーム」へ
参画し、大学、経済団体等
と連携し地域課題の解決に
取り組む。

　令和6年5月から7月にかけて、3年生を対象とする講義「麒麟の知」の中で、麒麟地域を構成す
る6市町関係者から実践的な取組事例などを紹介するのに加え、因州和紙職人で伝統工芸士の中
原寛治様をゲストスピーカーとしてお招きし、自らの体験や想いをご講演いただくとともに、直
に作品に触れる機会を設けた。また、令和7年1月23日（木）に「TUES地域連携フォーラム2024」
を開催した。当日は、地域や関係機関から約５０名が出席し、地域連携活動を実践する学生によ
るポスターセッション、学生、教職員との意見交換を行った。
【鳥取市】
　「とっとり麒麟地域活性化プラットフォーム」の活動拠点である「まちなかキャンパス」での
大学の地域貢献活動事業は、今年度、学内向けの事業（プロジェクト研究、大学院生授業等での
利用）を実施するとともに、鳥取市近郊の中高生を対象に本学教職課程履修学生が学習支援に取
り組む活動を行った。また、施設の一部に高校生を対象とした自習スペースを開設した。
【岩美町】
　公立鳥取環境大学が整備・活用している「岩美むらなかキャンパス」では、今年度、学内向け
の事業（ゼミ活動等での利用）を中心に実施。また、公開講座、サイエンスカフェ等の地域貢献
活動に活用した。

全市町

公立鳥取
環境大学
が実施す
る教育・
研究活動
と関係市
町との連
携事業数
（事業/
年）

2事業（1市
1町）

全市町で１
事業以上実
施

2 達成 ◎
　公立鳥取環境大学の学生及び教職員と
地域、関係機関が互いの活動や日頃抱え
ている想いを共有し、相互の地域連携事
業の今後のあり方を考える機会となっ
た。

　今後も地域や関係機関と地域連
携に関する活動内容等を共有し、
継続的な取組みにつながる基盤の
強化を図ることで、圏域の活性化
を図っていく。

★

38

鳥取大学が実施す
る教育研究プロ
ジェクト等との連携
事業

鳥取大学地域価値創造研究
教育機構が実施する教育研
究プロジェクト等との連携
により、地方自治体と鳥取
大学の研究者や学生が協働
で行う取組や実践的な活動
を通じて、地域課題を発見
し解決する力を備えた人材
を育成する取組を融合的に
推進することを目指す。

（鳥取市）
・人権意識調査および訴求性の高いデジタル素材の人権啓発事業の研究　・社会的孤独孤立に関する地域
課題把握調査　・「かがやき企業」大学生による情報発信　・福部町のまちづくり構想（地方創生プロ
ジェクト）
（岩美町）
・窓口BPRのため、大学生の協力で窓口体験調査を実施。　・公民館活動のあり方について考察。　・岩美
町児童センターの整備に関し、設計業者選定委員会の委員長をお願いした。
（若桜町）
・医学部の先生を講師とした住民向け健康教室の開催　・医学部の学生と地域で働く医師・地域住民との
交流事業を実施　・学生のフィールドワーク等の受け入れ（地方創生プロジェクト）
（智頭町）
・5月19日に鳥取大学の学生17人が森林セラピーの体験、国指定重要文化財である石谷家住宅の見学を行っ
た。森林セラピー体験は森で深呼吸、寝転がるなど五感を使った体験を行った。多くの学生が、普段体験
できない感覚、リラックス出来た等の感想を述べていた。石谷家住宅では智頭杉を使用し建設された石谷
家住宅の彫り込みなどの意匠を興味深そうに観察していた。
・智頭町SDGｓアドバイザリボードを発展させ、地域での起業・創業を後押しする中間支援組織を組成し、
その取り組みへのアドバイスを頂いた。
（八頭町）農業分野を中心に、地域課題の解決に向けて大学と連携して事業を行った。
○農業分野
・炭化剪定枝の樹園地施用方法と土壌炭素効果の検証　・アスパラガス茎枯病の病害防除対策の確立事業
・白ネギ土壌特性指標作成事業
○その他
・とっとり暮らし早期体験学習　・地方創生プロジェクト講座の受入れ（あーとふる八頭）　・鳥取大学
と八頭高校とが連携したイベント実施（クリスマスコンサート）
（香美町）特になし
（新温泉町）特になし

全市町

連携事業
に取り組
む自治体
数（自治
体/年）

2 1 5 500.0% ◎
　昨年度に引き続き、各自治体と鳥取大
学が連携し、各自治体が抱えている地域
課題の解決に向けて取り組んだ。

　鳥取大学では、令和6年4月まで
に、鳥取県内全19市町村と地域協
働に係る連携協定を締結された。
　各自治体の取組を情報共有しな
がら、鳥取大学とのこれまでの連
携をさらに発展させるとともに、
今後もさまざまな分野で連携し、
圏域自治体の課題解決や活性化に
取り組む。また、それらの活動を
通じて、地域課題を発見し解決す
る力を備えた人材の育成を目指
す。

★

39
医療への関わり方
の圏域住民への周
知事業

医療の関わり方などについ
て、講演会等を開催し住民
に周知する。

　市民医療講演会を対面形式で３回（7/27，9/28，10/6）、収録形式で１回（８月）実施。その
内容はケーブルテレビで放送するとともに動画共有サービスを通じて視聴できるようにしてい
る。
　また、公民館・集会所等に出向いて講演等を行う出前講座・依頼講演を１５回実施している。
なお、このうち１２月開催の出前講座についてケーブルテレビで放送されている。

全市町
継続して
実施す
る。

継続 継続 継続 達成 ◎
　市民医療講演会の開催形式を見直し、
病院としては発信したいテーマだが一般
に認知度が低く来場者が見込めないもの
は収録形式を採用した。また、地域住民
の要望に対応する出前講座・依頼講演を
今年度から本格的に再開している。

　今後も事業を継続し、地域住民
へ医療のかかわり方、介護の現状
などについて周知を図っていく。

8



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

40
病児・病後児保育
事業

就労等により、子どもが病
気の際に自宅での保育が困
難な場合に利用するための
各市町の病児・病後児保育
施設を、圏域内での相互利
用が可能となるよう広域化
を図る。

●広域利用の実施状況
【病児保育施設】
　病児保育室キッズルームこぐま（鳥取生協病院）
　病児保育室とくよしさかえまち
　病児保育室とくよしこやま
　コモド第三保育園瓦町
【病後児保育施設】
　にじっこルーム（鳥取市立病院）
【令和6年4月から令和7年3月までの実績】
　・病児・病後児保育利用者数　延べ236人
　　岩美町　 44人（こぐま3人、とくよしさかえまち13人、とくよしこやま28人）
　　八頭町　187人（こぐま68人、とくよしさかえまち88人、とくよしこやま25人、
                 にじっこ6人）
　　若桜町　5人（こぐま5人）

全市町
継続して
実施す
る。

継続 継続 継続 達成 ◎
前年度（R5：延べ119人）と比べ約2倍弱
の利用があった。
毎年度、一定数の利用があり、利用率も
上がっていることから広域利用の必要性
があると考えられる。

今後も本事業を継続し、保護者の
子育てと就労等の両方を支援する
とともに児童福祉の増進を図る。

41
障がい者歯科診療
所運営支援事業

一般歯科医院での診療が難
しい心身障がい児（者）の
歯科保健指導・歯科診療を
行う鳥取県口腔総合保健セ
ンターの安定的な運営を支
援することで、障がい児
（者）の口腔健康の維持・
向上を図る。

・障がい者歯科診療事業
毎週木曜日の午後に診療を行った。（医師２名体制）
延べ利用者数：（４～３月）５０８名（圏域全体の数字）
【内訳】鳥取市454名、岩美町21名、八頭町24名、新温泉町9名
・歯科保健指導（歯科健康診断事業）
障がい者に対し、診断票による審査と結果に基づく保健指導及び各種相談の受付・助言を行っ
た。
延べ利用者数：（４～３月）３０６名（圏域全体）

全市町
継続して
実施す
る。

継続 継続 継続 達成 ◎
一般歯科医院での診療が難しい心身障が
い児（者）の歯科診療、また歯科健康診
断と連携による保健指導の実施により、
口腔ケアの重要性の意識向上に繋げるこ
とが出来た。

障がい児（者）の口腔健康の維
持・向上を図るため継続してい
く。

42
圏域内での在宅医
療・介護連携の推
進事業

圏域内における医療や介護
の連携を強化し、住民の意
向が強い在宅療養を推進す
るための地域資源の連携・
活用に取り組む。

●鳥取県東部１市４町で協働し、鳥取県東部医師会へ事業委託し事業を実施。（全８項目を実施
中）
●新温泉町及び香美町を含めた１市６町で共同作成した、病院や介護施設でも使用できうるＡＣ
Ｐノート（改訂版）を使用し、ＡＣＰの普及啓発を実施。
●鳥取県東部で実施する多職種研修会へ美方郡関係者も参加。
※研修会の一部はハイブリット形式で開催するなどし、参加しやすい環境を整備。

全市町

関係者向
け及び住
民向け研
修・講演
の実施回
数（回/
年）

36 40 55 137.5% ◎

●鳥取県東部１市４町は協働し、鳥取県
東部医師会へ事業委託し事業を実施し
た。
●KPIの目標（関係者向け及び住民向け
研修・講演の実施回数）は達成した。
●新温泉町及び香美町を含めた１市６町
で共同作成したＡＣＰノート（改訂版）
を活用し、関係者及び住民に対しＡＣＰ
の普及啓発を実施した。
●鳥取県東部で実施する多職種研修会に
美方郡関係者も参加した。

●今後もオンライン等を活用しな
がら、圏域内での在宅医療・介護
連携の推進のため、関係者の研
修、住民啓発等の事業を継続実施
する。
●多職種間の連携強化を図る。

★

43
社会福祉協議会各
種相談事業

社会福祉協議会が実施して
いる各種相談事業（法律、
司法書士、人権、行政、身
障、教育、青少年等）につ
いて、圏域の住民に対象を
広げて相談を受け付ける。

社会福祉協議会が実施している各種相談事業（法律、司法書士、人権、行政、身障、教育、青少
年等）について、圏域の住民に対象を広げて相談を受け付けている。連携町社会福祉協議会を通
じて住民へ周知を行う。

全市町

社会福祉
協議会各
種相談件
数（件/
年）

395 110 86 78.2% ○

　弁護士や司法書士などの有資格者を専
門相談員として配置することで、問題解
決力を強化し、一般相談（心配ごと相
談）だけでなく、多様化する相談への対
応を行った。
　また、広報誌での情報発信、各種研修
等へ出向き、事業の周知やニーズの把握
を行った。

　引き続き、ニーズに即した相談
体制の維持を実施。

44
鳥取県東部聴覚障
がい者センター活
用事業

鳥取県東部聴覚障がい者セ
ンターを活用し、圏域内で
均衡した聴覚障がい者の社
会参加促進を支援する。

【聴覚障がい者意思疎通支援事業】
　手話通訳者派遣　（4～3月）2,530件（圏域全体の数字）
　内訳：鳥取市2,408件、岩美町5件、八頭町52件、智頭町65件
　要約筆記者派遣　（4～3月）97件（鳥取市97件）
【手話奉仕員養成研修事業】
　52名申込

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町

手話奉仕
員養成研
修受講者
数（人/
年）

37 34 52 152.9% ◎
聴覚障がい者への手話通訳者等の派遣
を、新たに救急要請（119番）の際に直
接受けられる体制を構築したことで、聴
覚障がい者にとっての安心につながっ
た。

障がいのある人が有する能力及び
適正にあわせ、自立した日常生活
及び社会生活を営むことができる
よう、今後も継続していく。

45

保育者等を対象と
した障がい児支援
の在り方等の研修
実施事業

障がい児等への支援を行う
保育者等に対し、療育を含
めた各地域における障がい
児等支援に関する理解を深
める。

●児童発達支援センター若草学園における参加型公開療育は実施していない。
●地域療育関係職員研修会を３月に実施。
●地域療育セミナーは療育園との共同開催で実施してきたが、今年度より療育園の単独事業とな
り、鳥取市としては実施していない。

全市町

保育者等
を対象と
した障が
い児支援
の在り方
等の研修
実施、積
極的な研
修参加案
内（回/
年）

0 4 1 25.0% ×
KPIは目標を達成できなかったが、圏域
の保育者等を対象として研修等を実施
し、発達に困難を抱える児童に対する支
援を行った。

今後も、障がい児等支援に関する
理解を深めるための研修を実施
し、児童の発達支援の向上・充実
を図る。

46
点訳朗読奉仕員養
成研修事業

視覚に障がいのある方の福
祉に理解と熱意を有する方
に、点訳・朗読の指導を行
い、奉仕員を養成する。

【点訳奉仕員養成講習会】
受講者実人数：０名
内訳：東部０名
【朗読（音訳）奉仕員養成講習会】
受講者実人数：０名
内訳：東部０名

全市町

点訳朗読
奉仕員養
成講座受
講修了者
数（人/
年）

13 5 0 0.0% ×
　東部中部西部と県内持ち回りで実施し
ており、今年度の講習会は西部会場で
あったこともあり、東部圏域からの受講
者確保に至らなかった。

点訳・朗読奉仕員養成講習会によ
る奉仕員の確保以外に、現任奉仕
員のスキルアップは必要不可欠で
あることから、重点的に取り組ん
でいく。

9



KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

47
地域活動支援セン
ター事業

障がいのある人が、地域活
動支援センターで創作活動
や生産活動、社会との交流
活動等を行うことにより社
会参加を促進し、その能力
や適正に応じ、自立した日
常生活及び社会生活を営む
ことができるよう支援を行
うもの。サマーハウス及び
鳥取県聴覚障害者協会が、
創作活動や社会との交流の
場等として設置する地域活
動支援センターの運営を支
援する。

生活支援事業、相談事業、地域交流活動、その他地域生活支援事業を行っている。
また聴覚障害者への対応もしている。
延べ利用者数：（4～3月）5,982人（圏域全体）

全市町
年間延べ
参加者数
（人）

4,074 6,500 5,982 92.0% ○
　障がいのある人が集える場を提供し、
交流活動等を通じ自立した生活へとつな
がった。また聴覚障がい者どうしの交流
にもつながった。

障がいのある人の社会活動の拠点
であり、今後も継続し支援してい
く。

48 地域食堂支援事業

地域住民が主体的に地域課
題の解決に取り組む「地域
食堂（こども食堂）」とそ
れを支援する各団体を結び
つける役割を担う「麒麟の
まち地域食堂ネットワー
ク」を中間支援組織として
強化し、広域的かつ効果的
な支援を行うための事務局
体制の確立・強化を図る。

●麒麟のまち地域食堂ネットワーク実施主体数（R7.3月末）
　〇運営団体数：55（前年度末：42）
　〇支援団体数：64（前年度末：61）

全市町

地域食堂
ネット
ワークで
支援する
「地域食
堂（こど
も食
堂）」数

25 31 55 177.4% ◎
各自治体及び「麒麟のまち地域食堂ネッ
トワーク」の支援により、地域食堂が圏
域の全市町に設置されるとともに、支援
団体数の増にも繋がった。

「地域食堂ネットワーク」の組織
体制の強化により、地域食堂の運
営の充実に繋げるとともに、地域
食堂の立上げ・運営に関する支援
を実施して食堂数の増加を図る。

49

麒麟のまち孤独・孤
立対策官民連携プ
ラットフォーム推進
事業

「孤独・孤立対策官民連携
プラットフォーム」の構成
団体の拡充を図るととも
に、「つながりサポー
ター」養成研修の共同実
施、物流業界との包括連携
によるフードサポート事業
を１市６町で連携して進
め、地域共生社会の実現を
図る。

●つながりサポーターの新規登録者数（R6年度（年間））
　377人（R5年度：212人、R4年度：41人）
「つながりサポーター養成研修」を継続的に実施することにより、当初の見込みを上回る新規登
録者数となった。
今後も引き続き、圏域各地で養成研修を実施して登録者数の更なる増加を図る。

全市町

「つなが
りサポー
ター」の
登録者数
（人/年）

0 100 377 377.0% ◎
養成研修を圏域各地で実施し、つながり
サポーターの増加につながった一方、圏
域の各自治体間で登録者数に差がある。

養成研修を継続的に実施し、つな
がりサポーターの増加を図るとと
もに、圏域各自治体の登録者数の
確保にも繋げる。

★

50
圏域の文化財情報
連携事業

圏域各市町が連携して、圏
域内全体の文化財情報を通
覧できるようにする。

ホームページの準備を現在実施しており、R6年度中に各市町の文化財情報をリンクさせる予定
だったが、各町との協議を進められなかったことからホームページでの公開までは至らなかっ
た。

全市町

圏域文化
財情報公
式ウェブ
サイト
ページの
アクセス
数（件/
年）

0 2,200 0 0.0% ×
各市町が文化財の情報をホームページ上
で公開していることから統一的な文化財
のリストを作成し、リストからリンクさ
せ各市町の情報が閲覧できるようにす
る。

各市町の文化財情報を相互連携で
公開できるように事業を進める。

51
麒麟のまち鳥取市
美術展開催事業

鳥取市が開催する「麒麟の
まち鳥取市美術展」の出品
者を麒麟のまち圏域に拡大
し、圏域内の住民に対し芸
術作品の創作や鑑賞の機会
を提供することにより、新
たな出品者の確保による美
術展の持続・発展を図るこ
とで、圏域の文化芸術振興
につなげる。

基準値の283点から出品数が減少しているが、各町による広報もあり、各町の出品数は概ね増加
した。

会期：6月2日（日）～6月9日（日）
場所：鳥取県立博物館
観覧者数：1,897名

全市町

麒麟のま
ち鳥取市
美術展の
出品数
（点/年）

283 295 268 90.8% ○
幅広い世代の芸術作品を展示する美術展
を開催することにより、圏域住民に芸術
作品の創作や鑑賞の機会を提供すること
で、圏域の文化芸術振興に貢献した。

本美術展を持続・発展させていく
うえで、新たな出品者を確保して
いく必要があることを踏まえ、広
報に力を入れるとともに、美術展
の魅力を高めることによる出品意
欲の喚起に取り組む。

52
森のようちえん運
営・活用事業

豊かな自然を活かし、自然
環境を中心として野外で保
育等を行う「森のようちえ
ん」により、幼児期の心と
体の育成に取り組む。

智頭の森というフィールドを学び舎として積極的に活用し、雨や雪の日でも毎日森に出かける野
外保育により、幼児期の心と体の育成に取り組んだ。

鳥取市、
智頭町

森のよう
ちえんへ
の入園を
目的とし
た移住者
の数
（人）※
平成22年
度からの
延べ人数

110 114 122 107.0% ◎ 入園を目的とした移住者は2名増え、こ
れまでも毎年増えている。

今後も本事業を継続し、子どもた
ちが心身ともに健やかに育つ環境
整備等を支援するとともに移住者
の増加を図る。
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KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

53
麒麟のまち交流ス
ポーツ大会事業

各市町又は圏域内市町間で
行っているスポーツ大会
を、圏域全体に参加対象を
広げることにより、スポー
ツを通じた地域間の交流を
図る。

【鳥取市】
「麒麟のまちスポーツ振興事業補助金」について、スポーツ事業を公募し、令和6年5月28日に審
査会を実施。1件の事業を採択した。
〇第３回鷲峯山麓ハーフマラソン
令和６年１１月１０日（日）実施
参加：981人（鳥取445、岩美21、八頭14、智頭3、若桜2、新温泉3、香美16、その他477）
新温泉町：麒麟のまちスポーツレクリエーションフェスティバル2024inしんおんせん
令和６年１２月１日（日）実施
参加：235人

全市町
参加者数
（人/年）

893 1,180 1,216 103.1% ◎
麒麟のまち圏域内から参加者を募るス
ポーツ大会等の開催により、多種多様な
スポーツに圏域住民が親しむ機会の創出
を支援し、麒麟のまち圏域内のスポーツ
の振興、圏域の活性化を図ることができ
た。

「麒麟のまちスポーツ振興事業補
助金」については、所期の目的を
達成し、令和６年度をもって終了
となった。今後は、補助金を活用
されていた事業が自走しながら進
み、麒麟のまち圏域内のスポーツ
の振興、圏域の活性化が図られる
と考える。

54
国際理解推進交流
事業

鳥取市に配置の国際交流員
（英語圏・ドイツ担当１
人、韓国担当１人、中国担
当１人）が市民向けに行っ
ている国際理解講座（料理
教室、文化の紹介、語学等
の講座）を６町で希望する
団体等へも広げ、圏域全体
における国際理解の推進を
図る。

鳥取市内の地区公民館をはじめ、市内各大学や鳥取看護学校などに国際交流員を派遣し、料理教
室や語学講座などの国際理解講座を実施した。
　講座回数：45回
　参加者数：672人

全市町

国際交流
員の国際
理解講座
等への派
遣回数
（回/年）

41 60 45 75.0% ○
国際交流員が一時空席の期間もあり、目
標値は下回った。
しかしながら、新たな団体から依頼を受
けるなど、派遣事業の市民への認知を進
めることができた。

引き続き、講座のメニューを工夫
するなど、市内の小学校、公民館
等での派遣回数を増やすととも
に、圏域における派遣事業の周知
を進めることで、さらなる国際理
解の推進につなげられるよう取り
組む。

55
公共図書館の相互
利用事業

圏域内に居住している人は
だれでも、圏域内の各公共
図書館で資料が借りられる
相互利用を行う。圏域全体
で読書活動の推進、利便性
の強化を図る。

【１市６町】
圏域図書館に各図書館のチラシを配置。
【香美町】鳥取市電子図書館の利用案内チラシを各図書室に設置、合わせて町ホームページに掲
載。香美町蔵書検索システムの導入。
【八頭町】
圏域自治体のチラシを図書館に設置。
7月27日（土）夏休みおはなし＆工作ワークショップ
「学ぼう！八頭町の麒麟獅子舞」
共催：株式会社コクヨＭＶＰ
【新温泉町】
8月5日～19日「切り絵でめぐる温泉の旅」小野寺マヤノさんらによる作品展
共催：とっとりリーダーアカデミー

全市町

在住外登
録者の利
用冊数(総
人口100人
当たり）
（冊）

12.8 14.5 17.6 121.4% ◎

（１市６町）圏域全体でチラシの配置や
鳥取市電子図書館の広報など、住民の利
便性の向上を図り、読書活動の推進の取
り組みを実施した。
【香美町】OPAC導入により、町民のイン
ターネット上での非来館サービスについ
ての関心は高まっているが、鳥取市電子
図書館などの利用にはつながっていな
い。町内検索システムと合わせて、引き
続き周知を行い、利用につなげていく工
夫が必要。
【八頭町】これまで利用していた方の高
齢化が進み、利用冊数が少しずつ減少し
ている。新たな利用者の獲得を目指した
い。

（１市６町）引き続きSNS等を活
用した広報を実施し、図書館の利
用促進を図る。

【香美町】HPや蔵書検索システム
を活用し、鳥取市の情報なども提
供していきたい。

【八頭町】
圏域内の情報を収集。
SNS等を活用した広報の実施。

56
麒麟のまちアカデ
ミー運営事業

鳥取市文化センターを生涯
学習講座や講師等の情報の
拠点とし、鳥取市尚徳大学
（高齢者向け講座）、教養
コース・技能コース（成人
向け講座）への麒麟のまち
圏域全体から参加を受け入
れる「麒麟のまちアカデ
ミー」を運営し、圏域相互
の情報共有等により圏域全
体の生涯学習の活性化を目
指す。

尚徳大学
・技能講座、教養講座　参加者数　延1,764人
・合同学習　                      　524人
技能・教養コース
・技能講座　　　　　　参加者数　　延433人
・教養講座　　　　　　参加者数　　延260人

全市町

生涯学習
講座の参
加者の満
足度
（％）

83.3 86.0 88.0 102.3% ◎

広報や各町との連携を進めた結果、圏域
内からの各講座参加者が令和５年度より
増加した。また講座のネット配信も行っ
たことで、誰でも講座を見れる環境を提
供した。
今後も講座内容や受講に関する仕組みを
ニーズに合ったものに見直し、新規の申
込増を図っていく。

引き続き、様々な生涯学習の学び
の場の提供をするとともに、圏域
住民の利用拡大を推進する。

57
野生鳥獣被害防止
事業

鳥獣被害防止対策連絡調整
会議を開催するとともに、
侵入防止柵、一斉駆除、捕
獲奨励金、捕獲器具購入等
に対する支援を行う。

侵入防止柵、一斉駆除、捕獲奨励金、捕獲器具購入等に対する支援を実施

【岩美町】令和6年度に捕獲鳥獣処理施設として町内に一時冷凍保管施設を設置し、町外のペッ
トフード加工業者に運搬、処理する体制を整備した

全市町
年間被害
面積（ａ/
年）

約5,000 3,500 3,067 114.1% ◎

　鳥取市はR3（基準）と比較し被害面積
は増加している。また、鳥取市と岩美町
では前年被害を上回った。他町は前年実
績を下回り、対策について一定の効果が
表れたものと考えられる。
 捕獲頭数が増加していることからも個
体数が増加しているものと考えられる
が、捕獲者の高齢化や後継者不足が進行
しており、現在の捕獲体制の維持のため
にも担い手育成が喫緊の課題となってい
る。

引き続き、鳥獣被害対策に係る支
援を実施する。　鳥取市が令和５
年度導入した鳥獣捕獲システムの
エリア拡大、効率的な運用により
狩猟者の負担軽減や捕獲対策への
活用を図りながら、連携自治体へ
も情報共有やシステム連携の提案
を検討したい。

58
射撃場整備・管理
運営事業

農作物に被害を与える野生
鳥獣の捕獲のための射撃練
習や射撃講習ができる射撃
場を整備し、銃猟者を育
成・確保する。

前年並みの利用者数となっている。
原因として、ロシア、ウクライナ情勢による弾代の高騰が利用者数の伸び悩みの一因とも考えら
れる。
その他、教習射撃（６回・１２名）、技能講習（７回　・９名）実施している。

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町

鳥取ク
レー射撃
場利用者
数（人／
年）

899 750 648 86.4% ○
　令和５年度より教習射撃講習及び技能
講習を実施できることとなり、地域狩猟
者の育成に取り組む体制となったが、近
年の弾代高騰や狩猟者の高齢化など、多
方面の課題がある。

　捕獲推進、捕獲技術向上のため
引き続き支援を行っていく。
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59
いなばのジビエ推
進協議会支援事業

猪や鹿等の有害鳥獣をジビ
エとして有効活用するた
め、先進事例研究やイメー
ジアップ及び消費拡大に向
けた取組を行う。

〇主催イベント
・ジビエハンターの育成　４回
・衛生管理等の支援　３回
・学校連携　４校
・料理教室　３回　　　　　計216人
〇参加イベント
・わかさ道の駅　バイクとジビエイベント
・ねんりんピック2024
・倉吉やきとりフェス2024
・とっとりジビエフェス2024
・スポルテック2024
・Food Style Japan 2024
・みどりの食料システムEXPO　ほか　　　　来場者数　186,984名以上

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町

いなばの
ジビエ推
進協議会
主催イベ
ント等参
加人数
（人／
年）

500 10,000 187,200 1872.0% ◎ 多方面にわたりジビエの普及啓発を行っ
ている。

引き続き協議会の活動に参加・支
援することで、ジビエの普及につ
ながる取り組みを図っていく。

60
グリーンツーリズム
推進事業

都市住民との交流、グリー
ンツーリズムに取り組んで
いる地域・団体で構成する
グリーンツーリズム連絡会
等の活動やそれぞれの地域
活動を支援する。

【鳥取市】
令和７年１月２０日　鳥取市グリーンツーリズム連絡会主催で令和６年度第１回鳥取市グリーン
ツーリズム連絡会研修会開催。
【香美町】
　実績なし
【新温泉町】
　実績なし（団体の解散のため）

鳥取市、
香美町、
新温泉町

グリーン
ツーリズ
ム関連団
体が主催
する体験
事業の参
加者総数
（宿泊を
伴うもの
のみ）
（人/年）

440 650 632 97.2% ○
小学校の受入等もあり、参加者数は増加
傾向にあるが、団体解散等の影響もあり
目標を達成できなかった。

引き続き、都市住民との交流が盛
んに行われるよう取り組む。

61 森林セラピー事業

智頭町の90％以上を占める
森林資源を活用し、住民の
健康増進はもとより、都市
住民との交流・誘客・企業
提携などによる地域の活力
創造と、疎開の町としての
癒しの里づくりを進める。

鳥取銀行新入行員研修　1件
ギブスパイラル・ジャパン　1件

鳥取市、
智頭町

森林セラ
ピー導入
企業数
（社/年）

1 1 2 200.0% ◎
令和5年度体験者数をわずかに上回る受
入となったが、体験者のほとんどが企業
関係者、研修などの体験であった。イン
バウンド向けのモニターツアーの受入も
何度かあったが、その後は声がかかって
いない状況。

連携協定企業等へ体験の案内、イ
ンバウンド誘客方法検討、大人数
の体験受入を可能とするためのガ
イド受入体制強化

62
麒麟のまち創生戦
略会議運営事業

麒麟獅子文化をはじめとす
る、さまざまな文化・歴史
を共有する、因幡と但馬地
域のそれぞれの市町が、行
政、文化、経済等の連絡調
整を行い、各市町の発展と
県境地域の振興を図る。

〇令和6年5月7日：麒麟のまち創生戦略会議を開催。
　新日本遺産「麒麟のまち推進協議会」の取組状況、（一社）麒麟のまち観光局の取組状況、デ
ジタル田園都市国家構想交付金、若者定住促進事業について首長協議を実施。
〇令和6年11月11日：麒麟のまち創生戦略会議・サミットを開催。
　サミットでは、「麒麟のまち圏域における未利用公共施設の活用方法と課題について」意見交
換を実施。
　麒麟のまち創生戦略会議（首長会議）では、「日本遺産・麒麟のまち推進協議会」や（一社）
麒麟のまち観光局の令和６年度事業の進捗状況及び令和７年度事業計画・予算、麒麟のまち圏域
における鉄道利用促進、第２期因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョンの取組状況等につ
いて首長協議を実施。
○令和7年2月4日：麒麟のまち創生戦略会議を開催。
　第２期因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョンの事業の見直し等、麒麟のまち未利用公
共施設検討会議の開催、令和７年度新しい地方経済・生活環境創生交付金事業、第２期因幡・但
馬麒麟のまち連携中枢都市圏ビジョンの改定、「因幡・但馬麒麟のまち創生総合戦略」の策定に
ついて首長協議を実施。

全市町
サミット
開催数
（回/年）

1 1 1 100.0% ◎
麒麟のまち創生戦略会議を開催し、麒麟
のまち圏域の一体的かつ持続的な発展を
目指し、連携の取組について協議を行っ
た。

引き続き、麒麟のまち圏域構成市
町で連携を図りながら、圏域全体
の発展を目指し取組を進める。

63
地域づくり人材育
成事業

各地域の地域づくり活動を
行う団体・者の取組状況の
発表や意見交換の場所を設
定し、活動の成功例・失敗
例、課題問題点などの情報
共有化を進めることで、地
域が連携した地域活動の推
進を図るとともに、併せて
地域相互間の往来を促す取
組を行うことで、地域間交
流の促進を図る。

とっとりリーダーアカデミーの各種ゼミを実施。麒麟のまち圏域では７月に新温泉町でゼミを実
施した。
３月には成果発表会を実施。

全市町
参加団体
数（回/
年）

14 15 15 100.0% ◎

平成２３年度から実施した過疎地域等人
材養成事業「とっとりふるさと元気塾」
を受講したリーダーを対象に、より専門
的・実践的な講座として「とっとりふる
さとリーダーアカデミー」を開催。令和
５年には「とっとりリーダーアカデ
ミー」と名称を改め、各地域で具体的な
活動を立ち上げて自ら地域活性化に取り
組んでいく人材を養成する。令和６年度
は１５名のリーダーを認定した。

令和７年度以降も事業を継続す
る。麒麟のまち交流ゼミは１回程
度開催予定。

64
圏域防災力の向上
事業

圏域内における防災情報連
携により「自助・共助・公
助」それぞれの機能を促進
させ、圏域防災力の向上に
取り組む。

防災担当職員合同研修として、「鳥取市防災の日（９月１０日）」に、地域の防災拠点である小
学校において、自主防災組織が主体となって実施する避難所開設訓練及び防災関係機関による各
種展示を実施した「鳥取市防災訓練」に参加してもらった。

全市町

防災情報
連携事業
数（事業/
年）

1 2 1 50.0% △
自主防災組織の取組や避難所開設・避難
所運営業務等にける課題等について、意
見交換をすることができ、防災情報の連
携及び防災力の向上を図る機会とするこ
とができた。

今後も、防災担当職員合同研修の
実施等による防災情報の共有、ま
た発災時の連携体制の強化を図る
等、圏域防災力の向上に取り組ん
でいく。
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KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

65
ごみ減量化推進事
業

ごみに対する啓発事業を各
市町で連携して行ってい
く。また、生ごみ堆肥化容
器の購入促進等の具体的な
減量化の取り組みを行い、
家庭から排出されるごみの
減量化を図る。

【鳥取市】
生ごみ堆肥化容器購入補助　28件：94,500円
生ごみ堆肥化基材購入補助　24件：43,700円
段ボールコンポスト講習会　3回
【岩美町】
コンポスト購入補助　　2件：  6,100円
生ごみ処理機購入補助　12件：282,500円
【若桜町】
非電動家庭用生ごみ処理機購入費補助 0件
電動家庭用生ごみ処理機購入費補助　 2件:40,000円
【智頭町】
生ごみ処理機購入補助　3件  30,000円
生ごみ分別収集　49ｔ
【八頭町】
コンポスト購入補助　4件
電動式生ごみ処理機補助　18件
生ごみ分別収集　162ｔ
果実ごみ液肥・堆肥化事業補助
　排出量11,572kg　堆肥生成量729kg
【新温泉町】
新温泉町生ごみ自家処理機購入費補助金
コンポスト購入補助　　　　　3件：9,644円
電気式生ごみ処理機購入補助　4件：100,000円

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町、
新温泉町

可燃ごみ
の処理量
（t/年）

57,799 56,648 54,725 103.5% ◎

生ごみ減量化の取り組みは、可燃ごみ処
理量減少は元より、CO2削減・環境負荷
低減に寄与している。
　今後も家庭で出るごみの減量化に向け
て、生ごみ減量化の取組の拡充や新たな
事業の発掘を図るほか、より身近で簡単
な効果が期待できる取組についても研究
していく必要がある。

家庭でできるごみの減量化支援と
して、生ごみ堆肥化容器等の購入
費用の助成を継続するとともに、
更なる減量化に効果的な施策の実
施について研究を行う。併せて、
「リンピアいなば」の活用も含め
た住民向けのごみに対する啓発事
業を各市町で連携して行うことで
家庭から排出されるごみの減量化
を進める。

66
太陽光発電設備等
共同購入事業

再生可能エネルギーの導入
を促進し脱炭素社会の実現
を推進するため、麒麟のま
ち圏域で太陽光発電設備等
の共同購入事業を行う。

２０２４年度登録数　　２１６件
　鳥取市１９２件　新温泉町１７件　若桜町３件
　不明　４件
２０２４年度契約者数　　２６件
　鳥取市２３件　新温泉町３件

鳥取市、
若桜町、
新温泉町

太陽光発
電設備等
共同購入
事業の参
加登録数
（件/累
計）

0 200 212 106.0% ◎
目標としていた登録数を達成し、家庭単
位で行える再生可能エネルギーの導入促
進に繋がった。

協定を締結した市町が協力し、広
く住民周知を図る。

67
ＪＲ山陰本線利用促
進事業

山陰本線の利用促進や利便
性の向上を図るための取組
や要望活動を行う。

■鳥取県東部地域鉄道利用促進実行委員会（事務局：県交通政策課）として、事業周知
・山陰本線を利用した旅行に係る経費支援
・定期利用モニタリング調査に協力する者に対する通勤定期券等の購入費用等の助成
・山陰本線駅スタンプラリーのイベント（12月28日～4月13日）
■山陰本線・福知山線鉄道整備・利用促進協議会として、要望活動をJR西日本旅客鉄道株式会社
（11月）、国土交通省（11月）へ行った。

鳥取市、
岩美町、
香美町、
新温泉町

地域鉄道
（山陰本
線）に対
する満足
度（住民
アンケー
ト）※目
標値は令
和8年度

0 －
未確定
（R8調査実
施予定）

未確定 －
人口減少等の影響で輸送人員が減少傾向
であり、ＪＲ西日本も厳しい経営状況に
ある。

旅行需要の拡大や関西万博の開催
などを見据え、観光客の取り込み
を視野に入れた戦略を検討すると
ともに、引き続きＪＲ西日本や商
工観光団体等と連携して利用促進
策や利便性の向上に取り組む。

★

68
智頭線・因美線利
用促進事業

智頭線、因美線の利用促進
や利便性の向上を図るため
の取組や要望活動を行う。

■智頭線利用促進協議会（事務局：県交通政策課）として、利用促進事業を周知。
・遠足に智頭線を利用する際の助成
・通勤定期モニター助成による通勤利用者増の取り組み
■因美線・津山線近代化促進期成同盟会（事務局：県交通政策課）として、西日本旅客鉄道　山
陰支社、岡山支社へ要望書を提出準備。(２月）

鳥取市、
智頭町、
八頭町

地域鉄道
（智頭
線・因美
線）に対
する満足
度（住民
アンケー
ト）※目
標値は令
和8年度

0 －
未確定
（R8調査実
施予定）

未確定 －
人口減少や自動車の普及等の影響で輸送
人員がコロナ前と比較すると減少傾向で
ある。

旅行需要の拡大や関西万博の開催
などを見据え、観光客の取り込み
を視野に入れた戦略を検討すると
ともに、引き続きＪＲ西日本や関
係団体等と連携して利用促進策や
利便性の向上に取り組む。

★

69
広域バス路線等運
行支援事業

圏域内を運行する広域バス
路線を維持するための財政
支援を行う。

圏域内で運行されている路線バスの運行事業者に対し、運行経費の一部を支援することで、バス
路線を維持し、圏域内の移動手段を確保した。

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町

広域バス
路線数
（年）

3 3 3 100.0% ◎
マイカーの普及等によって路線バス輸送
人員は減少傾向にあり、バス路線の維持
には補助金交付が必要となっている。

今後も、バス路線維持のために補
助金を交付するとともに、利用促
進策や輸送量・移動ニーズに応じ
たバス路線の再編にも取り組んで
いく必要がある。

★

70
若桜鉄道利用促進
事業

若桜鉄道の利用促進や利便
性の向上に資する取組を行
う。

■若桜鉄道利用促進実行委員会（事務局：八頭町）として
・イベント助成や観光列車を活用した商品開発等に対する助成等を実施
・1日フリー切符割引キャンペーンの周知（7/13～8/25：12/1～2/28）
・デジタルスタンプラリーの実施（3/14～5/31）

鳥取市、
若桜町、
八頭町

若桜鉄道
の乗客数
（千人／
年）

377.9 379.0 422.0 111.3% ◎
　観光列車や鉄道遺産を活用した利用促
進策や、子育て世代の利用促進に取り組
んだ結果、前年度並の輸送人員を維持し
た。

　引き続き、圏域内住民を対象と
した利用促進事業を実施するとと
もに、沿線観光施設や他の公共交
通機関とも連携した利用促進施策
を展開する。

★

71
持続可能な生活交
通等の維持・確保
対策事業

将来にわたり持続可能な生
活路線バス等の維持・確保
に向けた様々な取組を行
う。

■鳥取県東部地域MaaS協議会等において、お得に移動や飲食等が楽しめるノルデチケット（麒麟
のまちノルデ運動）の導入に向けて実証実験の実施した。（R6.7月20日～R7.3月31日）
■鳥取県東部地域MaaS協議会において、鉄道・バス共通パスの販売を行い、導入にに向けて実証
実験の実施した。（R6.4月1日～R6.10月31日）
■新たな交通手段として鳥取駅南エリアにおいてAIオンデマンド乗合交通の実証実験を行い、地
域に定着するか検証を行った。（R6.5月20日～R7.3月31日）

全市町

地域のバ
スに対す
る満足度
（住民ア
ンケー
ト）※目
標値は令
和8年度

0 －
未確定
（R8調査実
施予定）

未確定 －
　鳥取県東部地域MaaS協議会を開催し、
飲食店との連携や鉄道・バスの共通パス
の発行などに取り組み、マイカーから公
共交通機関への転換を促してきた。

　今後は、定額制電子チケットの
試験導入など、各交通手段をシー
ムレスにつなぐことで公共交通の
利用促進を図る。
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KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

72
ＩＣＴインフラを活用
したコンテンツ交流
促進事業

CATVのコンテンツとして、
各市町の話題・イベント情
報をお互いに情報発信する
ことで地域間の交流を促進
させる。

【鳥取市】広報番組「とっとり知らせたい！」の中に「麒麟のまち放送局」のコーナーを設け、
各町の提供映像を紹介。毎週１つの町を放送、時間は５分程度。
【新温泉町】３市町分まとめて毎日繰り返し放送。１日３回。
【八頭町】３市町分まとめて毎日（６回程度）繰り返し放送。
【岩美町】月末の土日に３市町分をまとめて放送。１日２回。

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町、
新温泉町

CATVでの
相互放送
（継続実
施）

実施 実施 実施 達成 ◎
CATVのコンテンツとして、各市町の話
題・イベント情報をお互いに情報発信す
ることで、各地域内住民が情報共有によ
る交流促進や圏域全体の一体感の醸成が
図られた。

引き続き情報発信に努める。

73

DX施策の情報連
携及びＩＣＴ関係機
器・システム等の共
同調達事業

各市町で検討する施策の情
報共有を行うとともに、関
係市町村と連携し、共同で
ＩＣＴ関連機器・データ・
アプリケーション等の共同
調達を行う。

情報共有のための会議を1回開催
※麒麟のまち圏域ＤＸ検討会議の中で実施
●第1回　令和6年11月21日（鳥取市役所）
　各市町が実施又は検討しているＩＣＴ技術を活用した取組について
※2月に予定していた第2回会議は大雪の影響等により中止となった
※令和6年8月及び10月に実施したMicrosoftoffice研修（主催：鳥取市）に、連携町から48名が
Webで参加

鳥取市、
岩美町、
若桜町、
智頭町、
八頭町、
新温泉町

情報共有
のための
会議開催
数（回/
年）

0 2 1 50.0% △
麒麟のまち圏域ＤＸ検討会議において、
ＩＣＴ関連機器等の導入に向けた検討状
況について情報共有を図った。

市町が共通して必要としているＩ
ＣＴ関連機器等の共同化に向けた
検討を継続して進めていく。

74 若者定住促進事業

　婚活サポートセンターを
活用し、圏域内外の独身男
女の出会いの機会を提供す
る。また、圏域で実施する
婚活イベントや婚活サポー
トの情報共有と事業の連携
を行うとともに、若者が集
う場の創出を図る。

「麒麟のまち婚活サポートセンター」を運営し、毎月4回程度のイベントを実施。
令和6年度に、婚活相談会や交流会を含むイベントを70回（婚活イベント42回、婚活相談会等17
回、サークル活動11回）開催。
＜麒麟のまち圏域各町で開催の婚活イベント＞
5月18日(土)　但馬ビーフレストラン楓（新温泉町）
6月15日(土)　若桜町公民館、とんかつ新、ギャラリーふく（若桜町）
7月20日(土)　アルマーレ（岩美町）
8月24日(土)　香美町文化会館、旬菜dining膳（香美町）
9月28日(土)　大江の郷（八頭町）
10月27日(日)　楽之（智頭町）
※その他、鳥取市において婚活イベント等を開催。
＜主な実績（令和7年3月末時点）＞
【会員登録数】2,560人
メルマガ会員：853人
イベント会員：1,707人（うち鳥取市以外の麒麟のまち圏域住民：1,507人）
【カップル成立数】77組
【成婚者数（成婚による退会者を含む）】22人
　※上記のうち、会員同士の成婚報告数4組

全市町

麒麟のま
ち婚活サ
ポートセ
ンターの
会員同士
の成婚報
告数の累
計（組）

5.6組／年
（平成29年
～令和3年
の平均値）

12 5 41.7% ×

　KPIは目標を達成できなかったが、令
和6年度の取組で、イベントでのカップ
ルは77組成立している。また、令和5年
度より就任いただいているアドバイザー
を招いて実施した婚活イベントでは、参
加者数53名（男性31名、女性22名）中、
19組のカップルが成立した。今後の課題
として、カップル成立から交際につなげ
られるようなフォローアップ、また、
カップル解消者にはヒアリングなどを実
施しアドバイスを行うなど、次につなが
るフォローアップの強化が必要と考え
る。

　引き続き、会員へのフォロー
アップを充実させるとともに、従
来の婚活イベント等に加え、気軽
に参加できるイベントを提供し、
会員同士の交流を図るなど、カッ
プル成立から交際、さらには成婚
につなげられるよう取り組む。

★

75 圏域移住促進事業

都市部で開催される移住相
談会への出展や地域の魅
力・施策等の情報発信、移
住相談員の資質向上など圏
域への移住促進に資する事
業を共同で行う。

ふるさと回帰支援センター主催の全国規模の移住相談会への合同出展を２回実施。
＜主な実績＞
・令和６年７月２０日（土）
　おいでや！いなか暮らしフェア２０２４
　圏域延べ相談実績　６１組７９名
・令和６年９月２１日（土）
　第２０回ふるさと回帰フェア２０２４
　圏域延べ相談実績　４４組６７名

全市町

圏域市町
への移住
者数（人/
年）

780 865 782 90.4% ○
ふるさと回帰支援センター主催の全国規
模の移住相談会への合同出展を２回実施
し、圏域市町への移住促進を図った。

多くの来場者と対面で相談を受け
られる機会であるため、今後も積
極的に共同出展を行っていく。

★

76
鳥取すごい！ライド
支援事業

大規模サイクリングイベン
ト「鳥取すごい！ライド」
（主催：鳥取すごい！ライ
ド実行委員会）の運営支援
を行い、鳥取市と周辺町村
との連携により、自転車に
よる周遊を活用した鳥取県
東部地域における地域資源
の魅力発信を行う。

【令和６年度】以下の内容で実施
　実施日：令和６年９月２８日（日）
「鳥取すごい！ライド2024」開催
　会　場：鳥取港埠頭特設会場（スタート/ゴール）
　コース：ロング115㎞、ショート55㎞
　エイド：＜ロング＞
　　　　　①浦富海岸島めぐり遊覧船のりば　②殿ダム記念広場　③郡家駅
　　　　　④OOE VALLEY STAY　⑤RICOH　⑥吉岡温泉
　　　　　＜ショート＞
　　　　　①福部庁総合支所　②宮下公民館　③RICOH　④吉岡温泉
　参加者：464名

鳥取市、
岩美町、
八頭町

鳥取すご
い！ライ
ドの参加
者数（人/
年）

279 700 464 66.3% △
　当該事業により、県内外からのイベン
ト参加者が圏域市町の中山間地域等をめ
ぐり、地域の魅力発信が図られた。

　今後も県内外のサイクリストに
対し、鳥取市及び県東部圏域の魅
力発信を図っていく。

77
広報誌リレー記事
掲載事業

連携事業の周知を図る目的
で、リレー記事方式で連携
他市町の情報を掲載する。

平成30年12月号より隔月にて連携他市町の情報を「麒麟のまちインフォメーション」として、各
市町の広報紙へ掲載。
【掲載内容】
イベントや事業への参加者募集、紹介など（圏域住民の交流が深まるもの）
【掲載順序】
4月：岩美町、6月：八頭町、8月：新温泉町、
10月：香美町、12月：鳥取市、2月：智頭町

全市町
掲載回数
（回/年）

6 6 6 100.0% ◎
各地域の基幹的な広報媒体である市報・
町報に圏域市町の話題やイベント情報を
掲載し、圏域内の相互理解・交流を促進
した。

引き続き相互掲載を行い、情報発
信に努めるとともに圏域市町の連
携強化を図る。
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KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

78
圏域全体のエリア
プロモーション事業

圏域全体のエリアプロモー
ション事業を行い、圏域ブ
ランド周知・定着を図るこ
とで、観光客誘致や移住定
住の促進につなげる。

■観光プロモーション
・（一社）鳥取市観光コンベンション協会の運営する観光ホームページで圏域の観光情報を一体
発信
・台湾現地旅行会社と連携し、facebookで麒麟のまち圏域の魅力を発信中（フォロワー数6.5万
人）。台湾インフルエンサーを招へいし、SNSで情報発信。
・麒麟のまち圏域の魅力ある観光情報を発信するため観光・ジオパーク推進課公式Instagram
『tottoco official（トットコ オフィシャル）』（フォロワー数2,306人）や、麒麟のまち観光
局公式Instagram『Kirintown』（フォロワー数1,478人）を開設し運用中。
・圏域のファンクラブ「このへん共和国」を運用し会員向けに定期的に圏域内の観光情報を発
信。（R7.3現在、会員数9,981人）
■エリアプロモーション
　麒麟のまち圏域の魅力が伝わる場所やお気に入りの場所などの写真をInstagramに投稿しても
らう募集型キャンペーンをとおして、圏域内周遊を促進するとともに、圏域の魅力を様々な角度
から発信することで、圏域住民の愛着度・認知度向上や圏域外への魅力を発信。
※募集期間：令和6年7月1日～12月27日
投稿作品総数：705点（うち、鳥取市397点、岩美町82点、若桜町43点、智頭町37点、八頭町63
点、香美町37点、新温泉町46点）入賞作品等をまとめたパンフレットを制作し、圏域内の小中学
校や観光関連施設等への配布を実施。

全市町

圏域への
観光入込
客数（人/
年）

4,414,870 6,150,000 6,533,000 106.2% ◎

（一社）鳥取市観光コンベンション協会
ホームページの閲覧者数の増加や、（一
社）麒麟のまち観光局が運用する圏域の
ファンクラブ「このへん共和国」を通じ
た会員向けのプッシュ型の情報発信に
よって、エリアプロモーションの強化に
つながった。一方で、いずれも日本語の
みであり、今後はサイトの多言語化を図
る必要がある。
エリアプロモーションでは、麒麟のまち
圏域のお気に入りの場所などを
Instagramに投稿することで、圏域内外
に魅力を発信するとともに、圏域の愛着
度向上や周遊促進を図ることができた。

多角的な手段によって魅力的な観
光情報の発信をすることはもとよ
り、一元的な情報発信など効率的
な情報発信体制の構築を検討して
いく。また、引き続き、圏域内周
遊や愛着度向上を図りながら、圏
域全体の活性化につながるよう取
り組む。

79
麒麟のまち圏域ＤＸ
検討会事業

麒麟のまち圏域の各市町が
実施又は検討しているデジ
タル技術を活用した取組を
共有し、圏域内での横展開
や共同実施などを検討する
ことで、各市町における課
題解決や地域活性化を促進
する。

麒麟のまち圏域ＤＸ検討会議を1回実施
●第1回　令和6年11月21日（鳥取市役所）
　各市町が実施又は検討しているＩＣＴ技術を活用した取組について
※2月に予定していた第2回会議は大雪の影響等により中止となった
※令和6年8月及び10月に実施したMicrosoftoffice研修（主催：鳥取市）に、連携町から48名が
Webで参加

全市町
検討会の
開催回数
（回/年）

0 2 1 50.0% △ 各市町で実施中または実施を予定してい
る事業の共有を図ることができた。

圏域全体で地域課題を解決してい
くため、市町が連携して実施でき
る事業を検討する。

80
人権集会等開催事
業

人権尊重社会を実現する集
会を柱とし、圏域で実施す
る人権問題に関わる啓発・
教育活動の情報共有と事業
の連携を行うことで、圏域
内の住民の人権意識の高揚
を図り、共に支え合う社会
の実現をめざす。

第50回人権尊重社会を実現する鳥取市民集会
〇主題　誰もが自分らしく、暮らすことのできる地域　共生のまちづくり　～麒麟のまち圏域でさらに人
権尊重の輪を広げよう～
〇日時　令和６年８月23日（金）9：30～ 15：30
〇会場　とりぎん文化会館、鳥取県庁講堂
〇日程　 9:30～記念公演　無形民俗文化財　円通寺人形芝居
　　   　10:00～開会行事、基調提案
       　10:30～講演 神田　香織さん（講談師）はだしのゲン～９歳の少年がみた戦争と原爆の真実～
       　10:00～分科会
＜分科会概要＞
1 子どもの人権
　子どもの声を“きく”とは？～ 子どもアドボカシー Part２ ～ 坂口泰司さん
2 男女共同参画
　避難所運営ゲーム「HUG」を体験し、地域防災を考えよう　漆原和弘さん
3 同和問題（部落差別）
　差別禁止法を求める！ 奥田均さん
4 障がいのある人の人権
　きこえない人も誰もが暮らしやすい社会とは　下堂薗里美さん
5 地域における人権の取組
【実践報告】日進地区人推協会長　戸田倫弘さん、湖山地区人推協会長　田中忠義さん
【研究討議】助言者：谷口謙さん、谷本清通さん
6 企業における人権
　ひきこもり本人と家族への理解と支援について　池上正樹さん
7 特別分科会（社会的孤独・孤立）
　つながりサポーター養成研修　竹本匡吾さん
＜主な実績（令和7年度3月末時点）＞
参加者数　1,145人（うち圏域参加者数　47人）、オンライン視聴者数　22人

全市町

市民集会
参加者の
満足度
（％）

0 80 85 106.3% ◎

　各町とは本集会へ後援、広報、助言者
としての参画など連携して取り組んだ。
また、全体会においては、オンライン配
信をするなど遠方からの参画を促す取組
を行った。圏域内での人権意識の向上を
めざし、各町からの参加者を増やすた
め、周知方法などを見直す必要がある。

　人権教育、啓発に係る情報を共
有を図りながら、本集会への関わ
り方などの見直しを行い、圏域内
の住民の人権意識の高揚を図って
いく。

81 合同職員研修事業

圏域内職員の資質・能力向
上を目的に、合同で職員研
修を実施する。また、各市
町で実施する独自研修、講
演会等の情報共有を図り、
相互に職員の受け入れを可
能とする体制をつくる。

・ＣＳ向上研修
　日　時　：令和６年８月２９日（木）　9：30～12：00、13：30～16：00
　会　場　：鳥取市役所　市民交流棟　多目的室1
　対　象　：主任級職員
　受講者数：101名
・部下育成のＯＪＴ研修
　日　時　：令和６年９月３０日（月）　9：30～12：00、13：30～16：00
　会　場　：鳥取市役所本庁舎6階　会議室6-6～6-8
　受講者数：75名
・採用４年目職員研修
　日　時　：令和７年２月４日（火）　午後
　会　場　：鳥取市役所本庁舎6階　会議室6-5～6-8
　受講者数：55名

全市町

圏域内全
職員数に
占める合
同職員研
修の受講
者割合
（％/年）

0 25% 9.7% 38.8% ×

　おおむね計画どおり研修を実施できた
と考える。研修受講後アンケートの回答
に「各市町の職員同士で交流することが
できてよかった」との意見が多くみられ
た一方、業務多忙な中で移動時間をかけ
て参加することに負担を感じる声もあ
り、受講形式について検討する必要があ
る。

　各市町の希望に沿って、なるべ
く多くの職員が参加できるよう、
研修の開催時期や、集合・オンラ
インのいずれの形式も検討しつ
つ、圏域の職員同士の交流の機会
としての意義を維持できる研修の
あり方を研究する。
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KPI指標
基準値
（R3）

R6目標値 R6末実績値 達成率 評価 成果と課題 今後の取組方針

KPI R6 創生
総合
戦略

№ 事業名 事業概要 事業実績（R6末時点） 連携市町

82 職員交流検討事業

圏域内職員の行政マネジメ
ント能力向上、専門分野の
知識習得、情報共有のた
め、各市町の先進的な取組
を学ぶ機会（勉強会等）を
設ける等の人事交流の実施
を検討する。

合同職員研修担当者会をオンラインで実施。
日　時　：令和６年５月３１日（金）
　　　　　１４：００～１５：００
協議内容：令和６年度の研修計画
　　　　　各市町の職員研修の現状
　　　　　各市町開催の研修・講演会の情報共有　他

全市町
検討会議
の開催
（回/年）

1 1 1 100.0% ◎
　５月の担当者会で、３つの研修の実施
について圏域職員と協議するとともに情
報共有を行った。
　また、１１月にも書面で意見集約し、
振り返りや今後の方針などの協議を行っ
た。

　引き続き、圏域での研修課題な
ど情報共有に取り組む。

83
男女共同参画推進
事業

鳥取市男女共同参画セン
ター「輝なんせ鳥取」を情
報発信拠点として、１市６
町の男女共同参画に関する
取組を紹介するとともに、
啓発講座の共同開催など、
圏域内の男女共同参画社会
の実現を目指して連携した
取組を進める。

１ 連携講座
　　①講 座 名：女性防災リーダーの視点で見た、防災テクニック
　　　開 催 日：令和６年５月１８日（土）
　　　連携団体：八頭町（オンライン）
　　②講 座 名：女性防災リーダーの視点で見た、防災テクニック
　　　開 催 日：令和６年５月１８日（土）
　　　連携団体：岩美町（ＣＡＴＶ）
　　③講 座 名：わたしのトリセツをつくる！
　　　開 催 日：令和６年７月１３日（土）
　　　連携団体：八頭町（オンライン）
　　④講 座 名：日常に潜むジェンダーバイアスについて
　　　開 催 日：令和６年１０月１１日（土）
　　　連携団体：岩美町（ＣＡＴＶ）
２ 女性団体交流会
　　　麒麟のまち圏域男女共同参画団体交流会
　　　開 催 日：令和６年１１月５日（火）
　　　開 催 地：安部地区公民館（八頭町）
　　　内　　容：講演、交流会
３ その他
　鳥取市男女共同参画センターの情報コーナーに連携町の男女共同参画プランを配架、閲覧可能
としている。

全市町

連携講座
の開催回
数（回/
年）
※CATVに
よる講座
放送を
行った場
合も、連
携講座の
開催とす
る。

4 4 4 100.0% ◎

　オンライン配信やCATV収録・放送によ
る連携講座を開催し、圏域内の連携した
啓発を実施した。連携町が取り組みやす
い方法をさらに工夫する必要がある。
　令和５年度より行っている男女共同参
画団体交流会では、講演会、お互いの事
業などの情報交換を行った。開催場所の
自治体と連携を図り、講師や内容を選定
を行いたい。

圏域内のニーズを把握し、連携講
座や事業の充実を図る。
団体間の情報交換の機会を作り、
圏域内の男女共同参画推進の取組
の底上げにつなげる。

84
公共施設点検研修
の共同実施事業

圏域市町の施設管理担当職
員を対象に、公共施設点検
研修を実施する。

各自治体における建物点検、住民の安全確保に役立てていただくことを目的として、鳥取市の技
術職員による『事務職員でも実施可能な建物点検についての実地研修』を実施

実施日：令和6年5月13日（2回）、14日（1回）
場　所：（13日）国府町コミュニティセンター
　　　　（14日）賀露地区公民館
参加者：24人（うち若桜町1人、香美町4人）

全市町

公共施設
点検研修
の実施回
数（回/
年）

2 2 3 150.0% ◎
　例年、複数の自治体より参加があり、
参加者アンケートの結果でも好評をいた
だいている。

　引き続き、圏域市町の施設管理
担当職員を対象とした研修会を実
施する。

指標 事　業　数

◎ 51

○ 13

△ 8

× 9

－ 3

84

【令和6年度KPI達成状況】

評価対象外（実績値がまだ出ていないもの）

計

R6　KPI達成率

順調（達成または達成率：100％以上）

概ね順調（達成率：75～100％未満）

やや遅延（達成率：50～75％未満）

遅延（達成率：50％未満）
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